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（1）第165号� 令和元年12月１日大宜味村議会だより

議案 等の議決結果一覧

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議　案
第22号

平成30年度大川川護岸改修工事
の請負契約について

契約金額　　9, 075万円
契約相手　　有限会社　新栄建設

可　決
全会一致

議　案
第23号

令和元年度大川川護岸改修工事
の請負契約について

契約金額　　9, 460万円
契約相手　　株式会社　丸孝組

可　決
全会一致

議　案
第24号

村道饒波石山線道路改良工事の
請負契約について

契約金額　　7, 810万円
契約相手　　有限会社　山城建設

可　決
全会一致

議　案　
第25号

塩屋漁港-3.0m航路浚渫工事の
請負契約について

契約金額　　１億9, 690万円
契約相手　　株式会社　山口建設

可　決
全会一致

令和元年 第５回（９月）定例会  
令和元年9月9日〜18日までの10日間の日程で第5回定例会が行われ、次のとおり決定された。

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

同　意
第２号 副村長の選任について 地方自治法第162条の規定により、同意を求

める。（字上原　島袋幸俊）
同　意
賛成多数

報　告
第６号

平成30年度沖縄県町村土地開発
公社決算報告について

地方自治法第243条の３第２項の規定により
報告する。 報　告

報　告
第７号

平成30年度決算に基づく健全化
判断比率について

健全化判断比率について、実質赤字比率、連
結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担
比率の４つの指標はいずれも早期健全化基準
以下であることを報告する。

報　告

報　告
第８号

平成30年度決算に基づく資金不
足比率について

資金不足比率について、経営健全化基準以下
であることを報告する。 報　告

議　案
第26号

北部広域市町村圏事務組合規約
の変更について

北部広域市町村圏事務組合の共同処理事務で
ある北部広域ネットワークの管理運営に関す
る事務に国頭村を加えるため、同規約を変更
する。

可　決
全会一致

議　案
第27号

大宜味村表彰条例の一部を改正
する条例

近年の社会経済情勢の変化を踏まえた行財政
改革の視点により見直しをする必要があるため。

原案可決
全会一致

議　案
第28号

印鑑の登録及び証明に関する条
例の一部を改正する条例

住民基本台帳法施行令等の一部を改正する政
令が公布されたことに伴い、印鑑の登録及び
証明に関する条例の一部を改正する必要があ
るため。

原案可決
全会一致

令和元年 第４回（７月）臨時会  
令和元年７月16日の１日間の日程で第４回臨時会が行われ、次のとおり決定された。

令和元年12月１日� 第165号（2）大宜味村議会だより

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議　案
第29号

特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例

学校教育法施行令の改正に伴い、本条例の職
名を改正する必要があるため。

原案可決
全会一致

議　案
第30号

大宜味村心身障害児童・生徒適
正就学指導委員会設置条例の一
部を改正する条例

学校教育法施行令の改正に伴い、大宜味村心
身障害児童・生徒適正就学指導委員会設置条
例の一部を改正する必要があるため。

原案可決
全会一致

議　案
第31号 大宜味村敬老祝金支給条例

大宜味村敬老年金支給条例を廃止し、新たに
新百歳の方に対し、敬老祝金の額を定めた大
宜味村敬老祝金支給条例を制定するため。

原案可決
全会一致

議　案
第32号

大宜味村放課後児童クラブの設
置及び管理に関する条例

大宜味村放課後児童クラブを開所するにあた
り、条例を制定する必要があるため。

原案可決
全会一致

議　案
第33号

財産の取得について（大宜味村
幼保連携型総合施設備品購入
（バス））

取得金額　　723万4, 803円
契約相手　　株式会社　東部自動車

可　決
賛成多数

議　案
第34号

財産の取得について（やんばる
の森ビジターセンター備品購入
（厨房機器等））

取得金額　　3, 135万円
契約相手　　ホシザキ沖縄株式会社

可　決
全会一致

議　案
第35号

平成30年度大宜味村工業用水道
事業会計未処分利益剰余金の処
分について

地方公営企業法第32条第２項の規定に基づく。
金額：216万3, 237円

可　決
全会一致

議　案
第36号

令和元年度大宜味村一般会計補
正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億
8, 762万７千円を追加し、歳入歳出予算の総
額を歳入歳出それぞれ47億2, 042万９千円と
する。

原案可決
全会一致

議　案
第37号

令和元年度大宜味村国民健康保
険特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4, 113
万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ５億4, 152万５千円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第38号

令和元年度大宜味村簡易水道事
業特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ332
万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ１億6, 420万６千円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第39号

令和元年度大宜味村公共下水道
事業特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ79万
３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入
歳出それぞれ3, 759万７千円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第40号

令和元年度大宜味村後期高齢者
医療特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ32万
３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入
歳出それぞれ3, 357万円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第41号

幼保連携型総合施設外構工事の
請負契約について

契約金額　　１億813万円
契約相手　　有限会社　一円産業

可　決
賛成多数

議　案
第42号 専決事項の指定について 村長の専決処分事項の専決委任の指定基準に

ついて、集約化及び追加する必要があるため。
原案可決
全会一致



（1）第165号� 令和元年12月１日大宜味村議会だより

議案 等の議決結果一覧

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議　案
第22号

平成30年度大川川護岸改修工事
の請負契約について

契約金額　　9, 075万円
契約相手　　有限会社　新栄建設

可　決
全会一致

議　案
第23号

令和元年度大川川護岸改修工事
の請負契約について

契約金額　　9, 460万円
契約相手　　株式会社　丸孝組

可　決
全会一致

議　案
第24号

村道饒波石山線道路改良工事の
請負契約について

契約金額　　7, 810万円
契約相手　　有限会社　山城建設

可　決
全会一致

議　案　
第25号

塩屋漁港-3.0m航路浚渫工事の
請負契約について

契約金額　　１億9, 690万円
契約相手　　株式会社　山口建設

可　決
全会一致

令和元年 第５回（９月）定例会  
令和元年9月9日〜18日までの10日間の日程で第5回定例会が行われ、次のとおり決定された。

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

同　意
第２号 副村長の選任について 地方自治法第162条の規定により、同意を求

める。（字上原　島袋幸俊）
同　意
賛成多数

報　告
第６号

平成30年度沖縄県町村土地開発
公社決算報告について

地方自治法第243条の３第２項の規定により
報告する。 報　告

報　告
第７号

平成30年度決算に基づく健全化
判断比率について

健全化判断比率について、実質赤字比率、連
結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担
比率の４つの指標はいずれも早期健全化基準
以下であることを報告する。

報　告

報　告
第８号

平成30年度決算に基づく資金不
足比率について

資金不足比率について、経営健全化基準以下
であることを報告する。 報　告

議　案
第26号

北部広域市町村圏事務組合規約
の変更について

北部広域市町村圏事務組合の共同処理事務で
ある北部広域ネットワークの管理運営に関す
る事務に国頭村を加えるため、同規約を変更
する。

可　決
全会一致

議　案
第27号

大宜味村表彰条例の一部を改正
する条例

近年の社会経済情勢の変化を踏まえた行財政
改革の視点により見直しをする必要があるため。

原案可決
全会一致

議　案
第28号

印鑑の登録及び証明に関する条
例の一部を改正する条例

住民基本台帳法施行令等の一部を改正する政
令が公布されたことに伴い、印鑑の登録及び
証明に関する条例の一部を改正する必要があ
るため。

原案可決
全会一致

令和元年 第４回（７月）臨時会  
令和元年７月16日の１日間の日程で第４回臨時会が行われ、次のとおり決定された。

令和元年12月１日� 第165号（2）大宜味村議会だより

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議　案
第29号

特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例

学校教育法施行令の改正に伴い、本条例の職
名を改正する必要があるため。

原案可決
全会一致

議　案
第30号

大宜味村心身障害児童・生徒適
正就学指導委員会設置条例の一
部を改正する条例

学校教育法施行令の改正に伴い、大宜味村心
身障害児童・生徒適正就学指導委員会設置条
例の一部を改正する必要があるため。

原案可決
全会一致

議　案
第31号 大宜味村敬老祝金支給条例

大宜味村敬老年金支給条例を廃止し、新たに
新百歳の方に対し、敬老祝金の額を定めた大
宜味村敬老祝金支給条例を制定するため。

原案可決
全会一致

議　案
第32号

大宜味村放課後児童クラブの設
置及び管理に関する条例

大宜味村放課後児童クラブを開所するにあた
り、条例を制定する必要があるため。

原案可決
全会一致

議　案
第33号

財産の取得について（大宜味村
幼保連携型総合施設備品購入
（バス））

取得金額　　723万4, 803円
契約相手　　株式会社　東部自動車

可　決
賛成多数

議　案
第34号

財産の取得について（やんばる
の森ビジターセンター備品購入
（厨房機器等））

取得金額　　3, 135万円
契約相手　　ホシザキ沖縄株式会社

可　決
全会一致

議　案
第35号

平成30年度大宜味村工業用水道
事業会計未処分利益剰余金の処
分について

地方公営企業法第32条第２項の規定に基づく。
金額：216万3, 237円

可　決
全会一致

議　案
第36号

令和元年度大宜味村一般会計補
正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億
8, 762万７千円を追加し、歳入歳出予算の総
額を歳入歳出それぞれ47億2, 042万９千円と
する。

原案可決
全会一致

議　案
第37号

令和元年度大宜味村国民健康保
険特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4, 113
万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ５億4, 152万５千円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第38号

令和元年度大宜味村簡易水道事
業特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ332
万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ１億6, 420万６千円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第39号

令和元年度大宜味村公共下水道
事業特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ79万
３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入
歳出それぞれ3, 759万７千円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第40号

令和元年度大宜味村後期高齢者
医療特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ32万
３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入
歳出それぞれ3, 357万円とする。

原案可決
全会一致

議　案
第41号

幼保連携型総合施設外構工事の
請負契約について

契約金額　　１億813万円
契約相手　　有限会社　一円産業

可　決
賛成多数

議　案
第42号 専決事項の指定について 村長の専決処分事項の専決委任の指定基準に

ついて、集約化及び追加する必要があるため。
原案可決
全会一致



（3）第165号� 令和元年12月１日大宜味村議会だより

番号 件　　名 議案等の概要 結　果

認　定
第１号

平成30年度大宜味村一般会計歳
入歳出決算認定について

歳入合計　43億4, 975万６千円
歳出合計　40億5, 245万９千円

認　定
全会一致

認　定
第２号

平成30年度大宜味村国民健康保
険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入合計　５億3, 464万８千円
歳出合計　４億8, 074万３千円

認　定
全会一致

認　定
第３号

平成30年度大宜味村簡易水道事
業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入合計　１億6, 354万３千円
歳出合計　１億2, 845万５千円

認　定
全会一致

認　定
第４号

平成30年度大宜味村公共下水道
事業特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入合計　　　4, 195万５千円
歳出合計　　　3, 501万４千円

認　定
全会一致

認　定
第５号

平成30年度大宜味村後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入合計　　　3, 443万８千円
歳出合計　　　3, 391万５千円

認　定
全会一致

認　定
第６号

平成30年度大宜味村工業用水道
事業会計歳入歳出決算認定につ
いて

収益的収入決算額　480万4, 384円
収益的支出決算額　273万8, 158円

認　定
全会一致

意見案
第７号

介護保険利用料原則２割負担化
やケアプラン有料化などの負担
増計画の中止、介護従事者の処
遇改善など介護保険制度の抜本
改善を求める意見書

現在、政府内で、介護保険制度の「給付と負
担」について見直しの検討が進められていま
す。〜中略〜介護保険創設の原点に立ち戻り、
高齢者の尊厳と生きる権利を守ることを前提
に以下の通り、制度の抜本改善を求めるもの
です。１．介護保険利用料原則２割負担、ケ
アプランの有料化、要介護１、２の生活援助
の総合事業への移行、など、サービス抑制や
負担増につながる制度の見直しを行わないこ
と。〜以下省略〜

否　決
賛成少数

請　願
第１号

介護保険利用料原則２割負担
化、ケアプラン有料化などの負
担増計画の中止、介護従事者の
処遇改善など介護保険制度の抜
本改善を求める請願書

※意見案第７号参照。 不採択
賛成少数

令和元年 第５回（９月）定例会
同意第２号　副村長の選任について

賛成 討論（大城　佐一 議員）
私は賛成の立場で討論を行います。
前回の副村長の選任では２回の否決で１年間の空白があり、本村は多大な損失を受けたと思ってお
ります。北部連携促進事業にかかわる副村長の役割は、大宜味村の事業の要望、各市町村から上がっ
てきた事業の検証及び採点を行い事業を決定する。この事業には代理出席が認められないため、不在
の場合は大きな影響がある。大変残念な１年間だったと思います。

令和元年12月１日� 第165号（4）大宜味村議会だより

大宜味村の為に、再びこのような最悪な事態が起こらぬよう、議員各位の良識ある選択を切に希望
いたします。副村長の職務は、地方自治法第167条に規定されておりますように、長の命を受け、政策
及び企画をつかさどり、職員の事務を監督すると定められております。
今回提案されている島袋幸俊氏は、役場職員として37年余の経験と１期４年の副村長として人格及

び識見も豊富な実績があり、また職員からも信頼され、人望も厚く、副村長は各種団体の会長も兼ね
て大変重要な職務であり、また先ほどの質疑の中においても、本人からの決意表明がありましたが、
まさにこれからもこの４年間を振り返っても何も問題視するようなことがなく、まさに適任者である
と思います。
教育・歴史文化の輝く健康長寿村をキーワードとする大宜味村第５次総合計画を実現するためにも、

ぜひ必要な人材であり、議員各位の賛同をお願いいたしまして、賛成の討論といたします。よろしく
お願いいたします。
　

請願第１号　‌‌介護保険利用料原則２割負担化、ケアプラン有料化などの負担増計画の中
止、介護従事者の処遇改善など介護保険制度の抜本改善を求める請願書

【委員長報告に対する】

反対 討論（吉浜　覚 議員） 
委員長報告に反対する立場と請願に賛成する立場で討論を行います。
本請願は、那覇市古波蔵４－10－53 ３階、沖縄県社会保障推進協議会、新垣安男代表から提出され

たもので、内容は次のとおりとなっております。
現在、政府内で、介護保険制度の給付と負担について見直しの検討が進められています。その中には、

介護保険利用料の原則２割への引き上げ、ケアマネジャーが作成するケアプランの有料化や要介護１、
２の生活援助サービスを市町村が実施する総合事業へ移すなど、給付の削減・負担増を図る内容が盛
り込まれています。現状でも沖縄県における利用者と家族の生活はぎりぎりであり、これ以上の利用
料の引き上げや利用制限は全国平均の７割しか所得がない県民の生活を困苦に追い込むものになって
います。ケアプランが有料になれば、介護保険サービスを減らしたり、介護保険そのものを利用でき
なくなることになりかねません。生活援助の削減は、住宅での生活に困難をもたらし、家族の介護負
担をふやすことに直結します。政府が掲げる介護離職ゼロ政策に反するものです。沖縄医療生協など
が行った介護事業所アンケート2018では約８割の居宅介護支援事業所がケアプラン有料化に反対と回
答。その理由は、１位「利用者負担の増大」、２位「公正中立が保てなくなる」、３位「利用抑制」で
ありました。
また、介護現場では人手不足が一層深刻化しています。介護福祉の養成校では入学者の定員割れが

続いています。必要な職員を確保できないため、施設を開設できなかったり、事業所の一部閉鎖や廃
業などの事態が生じています。介護従事者の給与が全労働者の平均給与よりも月９万円も低い実態で
は、依然として改善されません。サービスの削減・負担増の見直しでは高齢者の生活を守り、支える
ことはできません。これから高齢者が一層進展していく中、お金の心配をすることなく、必要な介護
サービスを必要なときに利用できる制度への転換は全ての国民の願いです。同時に、介護を担う職員
がみずからの専門性を発揮し、誇りを持って働き続けられる条件整備を一刻も早く実現させなければ
介護現場そのものが崩壊してしまいます。
介護保険創設の原点に立ち戻り、高齢者の尊厳と生きる権利を守ることを前提に、下記の通り、制

度の抜本改善を求めるものです。
請願項目、１．介護保険利用原則２割負担、ケアプラン有料化、要介護１、２の生活援助の総合事

業への移行など、サービスの抑制や負担増につながる制度の見直しを行わないよう国に求めること。
２．全ての介護従事者の賃金を大幅に引き上げ、労働条件の抜本的改善を求めること。３．介護保険
料、利用料負担の軽減を図ること。必要なときに必要なサービスを受けられるよう、制度の改善を図
るよう国に求めること。４．介護保険財政に対する国の負担割合を大幅に引き上げるよう国に求める
こと。５．大宜味村の総合事業における現行相当サービスの水準を維持すること。以上。
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番号 件　　名 議案等の概要 結　果

認　定
第１号

平成30年度大宜味村一般会計歳
入歳出決算認定について

歳入合計　43億4, 975万６千円
歳出合計　40億5, 245万９千円

認　定
全会一致

認　定
第２号

平成30年度大宜味村国民健康保
険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入合計　５億3, 464万８千円
歳出合計　４億8, 074万３千円

認　定
全会一致

認　定
第３号

平成30年度大宜味村簡易水道事
業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入合計　１億6, 354万３千円
歳出合計　１億2, 845万５千円

認　定
全会一致

認　定
第４号

平成30年度大宜味村公共下水道
事業特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入合計　　　4, 195万５千円
歳出合計　　　3, 501万４千円

認　定
全会一致

認　定
第５号

平成30年度大宜味村後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入合計　　　3, 443万８千円
歳出合計　　　3, 391万５千円

認　定
全会一致

認　定
第６号

平成30年度大宜味村工業用水道
事業会計歳入歳出決算認定につ
いて

収益的収入決算額　480万4, 384円
収益的支出決算額　273万8, 158円

認　定
全会一致

意見案
第７号

介護保険利用料原則２割負担化
やケアプラン有料化などの負担
増計画の中止、介護従事者の処
遇改善など介護保険制度の抜本
改善を求める意見書

現在、政府内で、介護保険制度の「給付と負
担」について見直しの検討が進められていま
す。〜中略〜介護保険創設の原点に立ち戻り、
高齢者の尊厳と生きる権利を守ることを前提
に以下の通り、制度の抜本改善を求めるもの
です。１．介護保険利用料原則２割負担、ケ
アプランの有料化、要介護１、２の生活援助
の総合事業への移行、など、サービス抑制や
負担増につながる制度の見直しを行わないこ
と。〜以下省略〜

否　決
賛成少数

請　願
第１号

介護保険利用料原則２割負担
化、ケアプラン有料化などの負
担増計画の中止、介護従事者の
処遇改善など介護保険制度の抜
本改善を求める請願書

※意見案第７号参照。 不採択
賛成少数

令和元年 第５回（９月）定例会
同意第２号　副村長の選任について

賛成 討論（大城　佐一 議員）
私は賛成の立場で討論を行います。
前回の副村長の選任では２回の否決で１年間の空白があり、本村は多大な損失を受けたと思ってお

ります。北部連携促進事業にかかわる副村長の役割は、大宜味村の事業の要望、各市町村から上がっ
てきた事業の検証及び採点を行い事業を決定する。この事業には代理出席が認められないため、不在
の場合は大きな影響がある。大変残念な１年間だったと思います。

令和元年12月１日� 第165号（4）大宜味村議会だより

大宜味村の為に、再びこのような最悪な事態が起こらぬよう、議員各位の良識ある選択を切に希望
いたします。副村長の職務は、地方自治法第167条に規定されておりますように、長の命を受け、政策
及び企画をつかさどり、職員の事務を監督すると定められております。
今回提案されている島袋幸俊氏は、役場職員として37年余の経験と１期４年の副村長として人格及
び識見も豊富な実績があり、また職員からも信頼され、人望も厚く、副村長は各種団体の会長も兼ね
て大変重要な職務であり、また先ほどの質疑の中においても、本人からの決意表明がありましたが、
まさにこれからもこの４年間を振り返っても何も問題視するようなことがなく、まさに適任者である
と思います。
教育・歴史文化の輝く健康長寿村をキーワードとする大宜味村第５次総合計画を実現するためにも、
ぜひ必要な人材であり、議員各位の賛同をお願いいたしまして、賛成の討論といたします。よろしく
お願いいたします。
　

請願第１号　‌‌介護保険利用料原則２割負担化、ケアプラン有料化などの負担増計画の中
止、介護従事者の処遇改善など介護保険制度の抜本改善を求める請願書

【委員長報告に対する】

反対 討論（吉浜　覚 議員） 
委員長報告に反対する立場と請願に賛成する立場で討論を行います。
本請願は、那覇市古波蔵４－10－53 ３階、沖縄県社会保障推進協議会、新垣安男代表から提出され
たもので、内容は次のとおりとなっております。
現在、政府内で、介護保険制度の給付と負担について見直しの検討が進められています。その中には、
介護保険利用料の原則２割への引き上げ、ケアマネジャーが作成するケアプランの有料化や要介護１、
２の生活援助サービスを市町村が実施する総合事業へ移すなど、給付の削減・負担増を図る内容が盛
り込まれています。現状でも沖縄県における利用者と家族の生活はぎりぎりであり、これ以上の利用
料の引き上げや利用制限は全国平均の７割しか所得がない県民の生活を困苦に追い込むものになって
います。ケアプランが有料になれば、介護保険サービスを減らしたり、介護保険そのものを利用でき
なくなることになりかねません。生活援助の削減は、住宅での生活に困難をもたらし、家族の介護負
担をふやすことに直結します。政府が掲げる介護離職ゼロ政策に反するものです。沖縄医療生協など
が行った介護事業所アンケート2018では約８割の居宅介護支援事業所がケアプラン有料化に反対と回
答。その理由は、１位「利用者負担の増大」、２位「公正中立が保てなくなる」、３位「利用抑制」で
ありました。
また、介護現場では人手不足が一層深刻化しています。介護福祉の養成校では入学者の定員割れが
続いています。必要な職員を確保できないため、施設を開設できなかったり、事業所の一部閉鎖や廃
業などの事態が生じています。介護従事者の給与が全労働者の平均給与よりも月９万円も低い実態で
は、依然として改善されません。サービスの削減・負担増の見直しでは高齢者の生活を守り、支える
ことはできません。これから高齢者が一層進展していく中、お金の心配をすることなく、必要な介護
サービスを必要なときに利用できる制度への転換は全ての国民の願いです。同時に、介護を担う職員
がみずからの専門性を発揮し、誇りを持って働き続けられる条件整備を一刻も早く実現させなければ
介護現場そのものが崩壊してしまいます。
介護保険創設の原点に立ち戻り、高齢者の尊厳と生きる権利を守ることを前提に、下記の通り、制
度の抜本改善を求めるものです。
請願項目、１．介護保険利用原則２割負担、ケアプラン有料化、要介護１、２の生活援助の総合事
業への移行など、サービスの抑制や負担増につながる制度の見直しを行わないよう国に求めること。
２．全ての介護従事者の賃金を大幅に引き上げ、労働条件の抜本的改善を求めること。３．介護保険
料、利用料負担の軽減を図ること。必要なときに必要なサービスを受けられるよう、制度の改善を図
るよう国に求めること。４．介護保険財政に対する国の負担割合を大幅に引き上げるよう国に求める
こと。５．大宜味村の総合事業における現行相当サービスの水準を維持すること。以上。
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これから高齢化が進む中、国は年金額の減額や10月には消費税が８％から10％に上げ、さらに介護
保険料の原則２割負担へと引き上げや介護サービスなどの制度の改正は家族や地方に負担を押しつけ
るものです。高齢者の生活を守っていくためや、政府が掲げる介護離職ゼロ政策に掲げるように、介
護従事者の処遇改善をしていくためにはケアプラン有料化、制度の見直しの中止など、介護制度の抜
本改善を国に求めたものです。また村に総合事業における現行サービスの水準を維持することなどを
求めたものです。
本請願人は、これまでに市町村の社会保障政策全般にかかわる状況を掌握するためのアンケートや
自治体キャラバンを実施し要請懇談を行っています。格差・貧困が社会問題であることが県の実態調
査でも明らかになっている中、問題解決に向けての県民的課題となっていることから、住民の暮らし
と健康、権利としての社会保障を守るために、地域で運動を展開しています。
昨年は、こども医療費無料化制度を広げる運動に取り組み、県議会全会派に紹介議員になっていた
だき、全会一致でこども医療費を外来も中学校卒業まで無料制度を広げる決議を採択につなげていま
す。また、本村でも沖縄県社会保障推進協議会の協力を得ながら地域と連携して取り組んだことがこ
ども医療費を入院・外来も高校卒業まで窓口無料化につながっています。したがって、社会保障制度
の問題は、国民や村民の生活に直結する国民的課題であります。国民全体で介護保険制度の抜本改善
を求めていくために、本請願に対し各議員の賛成を求め討論といたします。
�

賛成 討論（宮城　良治 議員）
委員長報告に対して賛成討論を行います。
請願の内容についてはとても理想的な内容だとは思います。しかし、添付資料で居宅介護支援、通
所介護支援、訪問介護支援の事業所からのアンケートをとり、170事業所からの意見をもとに作成され
た報告書があったのですが、県内には1, 684事業所あり、１割弱の意見をもとに作成されたことになる。
また県内の指定介護サービス事業所は４月１日現在ですが5, 485事業所あり、請願項目にかかわる介護
サービス事業所は相当数あると思われる。
また、この報告書には村内全事業所から回答がなく、聞き取りもされていない。紹介議員も村内事
業所にアンケートを配布したのかは不明との回答でありました。
村民や村内事業所の意見が全く入っていない請願をなぜ大宜味村議会にだけ提出したのかがわかり
ません。以上のことから反対という判断をいたしました。
介護サービスに関する問題は、公的団体の沖縄県介護保険広域連合や沖縄県社会福祉協議会、そし
て本村の社会福祉協議会や村内事業所と意見交換などをしながら対応するべきだと思います。
以上、委員長報告に対しましての賛成討論といたします。
　

意見案第７号　‌‌介護保険利用料原則２割負担化やケアプラン有料化などの負担増計画
の中止、介護従事者の処遇改善など介護保険制度の抜本改善を求める
意見書

賛成 討論（吉浜　覚 議員） 
賛成する立場で討論を行います。
※��以下、『請願第１号　介護保険利用料原則２割負担化、ケアプラン有料化などの負担増計画の中止、
介護従事者の処遇改善など介護保険制度の抜本改善を求める請願書』の委員長報告に反対する立場
と請願に賛成する立場での討論と同内容。

令和元年12月１日� 第165号（6）大宜味村議会だより
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連
携
が
必
要
な
場
合
は
、
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を

開
催
し
、
支
援
の
方
向
性
の
確

認
と
役
割
分
担
を
行
っ
て
い
る
。

問
２
村
長
の
答
弁
だ
と
、
現

実
に
は
起
き
て
い
な
い
、
最
近
、

沖
縄
県
で
発
生
し
報
道
さ
れ
て

い
る
宮
古
島
市
、
豊
見
城
市
、

沖
縄
市
、
石
垣
市
、
と
な
っ
て

い
る
、
お
互
い
町
村
で
は
起
き

て
い
な
い
、
お
隣
近
所
の
一
声

か
け
も
必
要
で
は
な
い
か
、
今

の
と
こ
ろ
相
談
は
な
い
と
の
こ

と
で
す
が
、
そ
う
言
っ
た
傾
向

が
あ
る
の
か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

最
近
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

平
成
28
年
度
に
一
件
対
策
協
議

会
を
開
催
し
て
対
応
し
て
い
る
、

平
成
29
年
か
ら
30
年
お
い
て
は

な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
可
能
性
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る
こ

と
は
十
分
理
解
で
き
ま
す
が
、

そ
う
い
う
情
報
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
と
村
と
し
て
対
応
し

て
、
今
後
対
策
を
と
っ
て
い
く
。

答
佐
久
川
紀
亮

　住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
と
し
て
は
、
乳

幼
児
期
か
ら
子
供
の
保
育
所
と

か
、
そ
う
い
っ
た
お
子
様
を
見

て
い
る
管
轄
の
と
こ
ろ
で
す
け

れ
ど
も
、
虐
待
が
起
こ
る
の
は

生
ま
れ
た
時
か
ら
何
か
し
ら
の

傾
向
が
あ
り
、
妊
婦
期
か
ら
も

見
え
て
く
る
も
の
も
あ
る
。

住
民
福
祉
課
と
し
て
も
妊
婦

と
接
触
す
る
機
会
が
多
い
の
で
、

大
丈
夫
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
も

含
め
て
、
見
な
が
ら
そ
う
い
う

こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

や
っ
て
い
き
た
い
。
　

小
学
校
、
中
学
校
で
は
、
地

域
支
援
会
議
も
持
っ
て
い
る
。

子
供
た
ち
の
様
子
、
何
か
変

わ
っ
た
こ
と
が
無
い
か
、
保
健

師
と
も
話
を
し
て
、
ど
う
い
う

方
向
性
に
持
っ
て
行
く
か
対
話

し
て
い
ま
す
。
　

い
ろ
い
ろ
な
形
で
児
童
虐
待

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
形
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

村
内
の
児
童
虐
待
対
策
は

問
１
最
近
、
マ
ス
コ
ミ
や
新

聞
等
な
ど
で
全
国
的
に
児
童
虐

待
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま

す
が
、
県
内
で
も
何
件
か
報
道

さ
れ
て
い
る
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

す
が
現
実
に
起
き
て
い
る
。

親
が
虐
待
を
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
村
内
で
事
件
が
発
生

し
な
い
こ
と
が
平
和
な
こ
と
で

す
が
、
行
政
で
は
事
件
が
起
き

た
時
の
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。
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これから高齢化が進む中、国は年金額の減額や10月には消費税が８％から10％に上げ、さらに介護
保険料の原則２割負担へと引き上げや介護サービスなどの制度の改正は家族や地方に負担を押しつけ
るものです。高齢者の生活を守っていくためや、政府が掲げる介護離職ゼロ政策に掲げるように、介
護従事者の処遇改善をしていくためにはケアプラン有料化、制度の見直しの中止など、介護制度の抜
本改善を国に求めたものです。また村に総合事業における現行サービスの水準を維持することなどを
求めたものです。
本請願人は、これまでに市町村の社会保障政策全般にかかわる状況を掌握するためのアンケートや

自治体キャラバンを実施し要請懇談を行っています。格差・貧困が社会問題であることが県の実態調
査でも明らかになっている中、問題解決に向けての県民的課題となっていることから、住民の暮らし
と健康、権利としての社会保障を守るために、地域で運動を展開しています。
昨年は、こども医療費無料化制度を広げる運動に取り組み、県議会全会派に紹介議員になっていた

だき、全会一致でこども医療費を外来も中学校卒業まで無料制度を広げる決議を採択につなげていま
す。また、本村でも沖縄県社会保障推進協議会の協力を得ながら地域と連携して取り組んだことがこ
ども医療費を入院・外来も高校卒業まで窓口無料化につながっています。したがって、社会保障制度
の問題は、国民や村民の生活に直結する国民的課題であります。国民全体で介護保険制度の抜本改善
を求めていくために、本請願に対し各議員の賛成を求め討論といたします。
�

賛成 討論（宮城　良治 議員）
委員長報告に対して賛成討論を行います。
請願の内容についてはとても理想的な内容だとは思います。しかし、添付資料で居宅介護支援、通

所介護支援、訪問介護支援の事業所からのアンケートをとり、170事業所からの意見をもとに作成され
た報告書があったのですが、県内には1, 684事業所あり、１割弱の意見をもとに作成されたことになる。
また県内の指定介護サービス事業所は４月１日現在ですが5, 485事業所あり、請願項目にかかわる介護
サービス事業所は相当数あると思われる。
また、この報告書には村内全事業所から回答がなく、聞き取りもされていない。紹介議員も村内事

業所にアンケートを配布したのかは不明との回答でありました。
村民や村内事業所の意見が全く入っていない請願をなぜ大宜味村議会にだけ提出したのかがわかり

ません。以上のことから反対という判断をいたしました。
介護サービスに関する問題は、公的団体の沖縄県介護保険広域連合や沖縄県社会福祉協議会、そし

て本村の社会福祉協議会や村内事業所と意見交換などをしながら対応するべきだと思います。
以上、委員長報告に対しましての賛成討論といたします。
　

意見案第７号　‌‌介護保険利用料原則２割負担化やケアプラン有料化などの負担増計画
の中止、介護従事者の処遇改善など介護保険制度の抜本改善を求める
意見書

賛成 討論（吉浜　覚 議員） 
賛成する立場で討論を行います。

※��以下、『請願第１号　介護保険利用料原則２割負担化、ケアプラン有料化などの負担増計画の中止、
介護従事者の処遇改善など介護保険制度の抜本改善を求める請願書』の委員長報告に反対する立場
と請願に賛成する立場での討論と同内容。

令和元年12月１日� 第165号（6）大宜味村議会だより

一
般
質
問

仲井間 宗利　議員

答
宮
城
功
光

　村
長

行
政
で
の
対
応
に
つ
い
て
で

す
が
、
虐
待
の
相
談
が
あ
っ
た

場
合
は
、
緊
急
度
に
よ
り
分
類

し
、
生
命
の
危
険
を
伴
う
場
合

は
警
察
に
通
報
し
、
そ
う
で
な

い
場
合
は
困
難
性
・
専
門
性
が

高
い
場
合
は
、
県
福
祉
事
務
所

や
児
童
相
談
所
に
送
致
し
ま
す
。

比
較
的
軽
微
な
ケ
ー
ス
で
機

関
連
携
が
必
要
な
場
合
は
、
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を

開
催
し
、
支
援
の
方
向
性
の
確

認
と
役
割
分
担
を
行
っ
て
い
る
。

問
２
村
長
の
答
弁
だ
と
、
現

実
に
は
起
き
て
い
な
い
、
最
近
、

沖
縄
県
で
発
生
し
報
道
さ
れ
て

い
る
宮
古
島
市
、
豊
見
城
市
、

沖
縄
市
、
石
垣
市
、
と
な
っ
て

い
る
、
お
互
い
町
村
で
は
起
き

て
い
な
い
、
お
隣
近
所
の
一
声

か
け
も
必
要
で
は
な
い
か
、
今

の
と
こ
ろ
相
談
は
な
い
と
の
こ

と
で
す
が
、
そ
う
言
っ
た
傾
向

が
あ
る
の
か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

最
近
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

平
成
28
年
度
に
一
件
対
策
協
議

会
を
開
催
し
て
対
応
し
て
い
る
、

平
成
29
年
か
ら
30
年
お
い
て
は

な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
可
能
性
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る
こ

と
は
十
分
理
解
で
き
ま
す
が
、

そ
う
い
う
情
報
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
と
村
と
し
て
対
応
し

て
、
今
後
対
策
を
と
っ
て
い
く
。

答
佐
久
川
紀
亮

　住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
と
し
て
は
、
乳

幼
児
期
か
ら
子
供
の
保
育
所
と

か
、
そ
う
い
っ
た
お
子
様
を
見

て
い
る
管
轄
の
と
こ
ろ
で
す
け

れ
ど
も
、
虐
待
が
起
こ
る
の
は

生
ま
れ
た
時
か
ら
何
か
し
ら
の

傾
向
が
あ
り
、
妊
婦
期
か
ら
も

見
え
て
く
る
も
の
も
あ
る
。

住
民
福
祉
課
と
し
て
も
妊
婦

と
接
触
す
る
機
会
が
多
い
の
で
、

大
丈
夫
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
も

含
め
て
、
見
な
が
ら
そ
う
い
う

こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

や
っ
て
い
き
た
い
。
　

小
学
校
、
中
学
校
で
は
、
地

域
支
援
会
議
も
持
っ
て
い
る
。

子
供
た
ち
の
様
子
、
何
か
変

わ
っ
た
こ
と
が
無
い
か
、
保
健

師
と
も
話
を
し
て
、
ど
う
い
う

方
向
性
に
持
っ
て
行
く
か
対
話

し
て
い
ま
す
。
　

い
ろ
い
ろ
な
形
で
児
童
虐
待

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
形
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

村
内
の
児
童
虐
待
対
策
は

問
１
最
近
、
マ
ス
コ
ミ
や
新

聞
等
な
ど
で
全
国
的
に
児
童
虐

待
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま

す
が
、
県
内
で
も
何
件
か
報
道

さ
れ
て
い
る
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

す
が
現
実
に
起
き
て
い
る
。

親
が
虐
待
を
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
村
内
で
事
件
が
発
生

し
な
い
こ
と
が
平
和
な
こ
と
で

す
が
、
行
政
で
は
事
件
が
起
き

た
時
の
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。
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一
般
質
問

友寄 景善　議員

潮
風
が
ま
と
も
に
道
路
に
吹
き

寄
せ
、
荒
涼
と
し
た
風
景
を
さ

ら
け
出
し
て
い
る
。
同
じ
埋
立

地
の
海
岸
線
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
の
違
い
は
歴
然
で
、
付
近
を

通
行
す
る
た
び
に
違
和
感
を
覚

え
る
。
防
風
・
防
潮
林
の
整
備

に
着
手
し
て
か
ら
機
能
を
果
た

す
ま
で
は
長
期
間
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
可
能
な
限
り
急
い
で

整
備
を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
こ
の
ま
ま
の
状
態
を
続
け
て

い
く
の
か
、
防
風
・
防
潮
林
の

整
備
計
画
は
あ
る
の
か
？

答
宮
城
功
光

　村
長

　
結
の
浜
地
区
の
北
側
の
防
風

林
・
防
潮
林
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
、
現
時
点
、
計
画
は
な
い
。

結
の
浜
の
当
初
の
土
地
利
用
計

画
に
お
い
て
は
学
校
用
地
が
主

と
し
て
あ
っ
た
が
、
学
校
建
設

に
伴
う
用
地
変
更
で
、
現
在
は

交
流
広
場
用
地
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
結
の
浜
の
土
地
利
用
計

画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
防
風
林
・
防
潮
林
の

整
備
に
つ
い
て
は
今
後
の
進
捗

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

友
寄
景
善

　議
員

　
防
風
林
・
防
潮
林
は
植
え
て

す
ぐ
、
こ
の
機
能
を
発
揮
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
10
年
後
、
20

年
後
に
そ
の
機
能
が
発
揮
さ
れ

る
か
ら
、
計
画
が
な
い
か
ら
何

も
し
な
い
と
い
う
の
は
策
が
な

い
。
付
近
を
通
っ
て
い
て
荒
涼

と
し
て
い
て
寂
し
い
思
い
が
す

る
。
ど
の
よ
う
な
計
画
が
今
後

さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
と

り
あ
え
ず
防
風
林
・
防
潮
林
を

整
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。

　
新
た
な
計
画
で
北
側
の
ほ
う

に
新
し
い
施
設
が
で
き
た
場
合
、

防
風
林
・
防
潮
林
を
整
備
し
て

よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
。

施
設
を
つ
く
っ
て
、
防
風
林
・

防
潮
林
を
植
え
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
な
と
、
後
で
後
悔
す
る

よ
り
は
今
か
ら
整
備
し
て
、
ど

の
よ
う
な
施
設
が
で
き
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
村
が
強
力

に
防
風
林
・
防
潮
林
の
事
業
化

へ
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
知
恵
を
出
し
て
、
予
算
を
確

保
し
て
早
急
に
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
要
請
す
る
。

役
場
賃
金
職
員
の
賃
金
引
き
上

げ
に
ど
う
対
処
す
る
か
？

問
大
宜
味
村
が
雇
用
し
て
い

る
賃
金
職
員
の
賃
金
引
き
上
げ

は
避
け
て
通
れ
な
い
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
が
、
今
後
ど
う
対
処

し
て
い
く
か
？

答
宮
城
功
光

　村
長

　
令
和
元
年
10
月
の
賃
金
か
ら

一
般
事
務
賃
金
等
日
額
６
千
400

円
に
、
時
間
給
800
円
の
改
定
に

向
け
調
整
中
。
令
和
２
年
度
よ

り
非
常
勤
職
員
を
会
計
年
度
任

用
職
員
に
移
行
し
、
期
末
手
当

整
備
、
処
遇
改
善
を
行
う
予
定
。

友
寄
景
善

　議
員

　
賃
金
引
上
げ
等
の
労
働
条
件

の
改
善
に
終
わ
り
は
な
い
。
時

代
の
要
請
に
対
応
し
た
労
働
条

件
の
改
善
に
適
宜
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
請
す
る
。

結
の
浜
北
側
の
防
風
・
防
潮
林

の
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
？

問
結
い
の
浜
公
園
か
ら
安
根

川
左
岸
に
至
る
海
岸
沿
い
の
防

風
・
防
潮
林
は
適
切
な
樹
種
選

定
と
良
好
な
管
理
に
よ
り
年
々

そ
の
機
能
を
向
上
さ
せ
、
順
調

に
事
業
効
果
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
。
景
観
的
に
も
美
し
く
、

防
風
・
防
潮
林
づ
く
り
の
成
功

し
た
事
例
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
北
側
の

安
根
川
右
岸
か
ら
道
の
駅
に
続

く
海
岸
は
、
埋
め
立
て
完
了
後
、

長
期
間
経
過
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
防
風
・

防
潮
林
が
整
備
さ
れ
て
い
な
く
、
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刈
り
は
年
に
何
回
行
っ
て
い
る

の
か
。二
つ
目
に
、亀
裂
の
入
っ

た
で
こ
ぼ
こ
の
道
を
補
修
す
る

計
画
は
あ
る
の
か
。
三
つ
目
に
、

腰
間
線
の
上
り
の
左
側
は
崖
っ

ぷ
ち
に
な
っ
て
い
て
と
て
も
危

険
な
の
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
必

要
。
村
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

村
道
腰
間
線
の
道
路
現
状
は
、

こ
れ
ま
で
も
現
地
を
確
認
し
、

台
風
や
大
雨
の
た
び
に
確
認
を

し
て
、
把
握
は
し
て
い
る
。
現

在
、
村
と
し
て
は
、
腰
間
線
に

つ
い
て
の
事
業
採
択
に
向
け
て

沖
縄
県
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
各
地
域
よ
り
、
草
刈

り
要
望
が
多
く
、
作
業
が
間
に

合
っ
て
い
な
い
現
状
で
す
。

答
新
城
寛

　建
設
環
境
課
長

草
刈
り
は
、
年
二
、
三
回
ぐ

ら
い
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
あ
り
ま
す
が
、
最
近
、

村
道
管
理
の
面
で
か
な
り
声
が

あ
り
、
十
分
理
解
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
が
、
な
か
な
か
今
の

作
業
量
で
間
に
合
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
。
優
先
道
を
考
え
な

が
ら
、
現
場
を
確
認
し
な
が
ら

管
理
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

事
業
化
に
向
け
て
沖
縄
県
の

ほ
う
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
。
社
会
資
本
総
合
整
備
事

業
採
択
の
中
に
の
っ
け
ら
れ
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
段
階
か
ら
行
動
を
起
こ

し
て
い
る
。
予
算
配
分
を
見
計

ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
交
通
安

全
対
策
特
別
交
付
金
を
使
い
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
早
い
時
期
に
ど
う

に
か
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
対
策
を
考

え
て
い
る
。

大
山
美
佐
子

　議
員

杣
山
に
は
、
今
住
ん
で
い
る

方
が
十
二
、
三
世
帯
で
、
農
業

を
し
て
い
る
方
が
十
五
名
ぐ
ら

い
い
て
生
活
道
路
と
な
っ
て
い

る
腰
間
線
で
す
。
住
民
の
安
全

と
生
活
を
守
る
た
め
に
も
、
ま

ず
草
刈
り
を
年
二
、
三
回
行
う

こ
と
、
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る

た
め
に
道
路
と
間
違
え
て
危
う

く
、
崖
っ
ぷ
ち
に
落
ち
そ
う
に

な
っ
た
と
い
う
声
も
聞
こ
え
る
。

道
路
補
修
と
危
険
な
場
所
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
も
ぜ
ひ
行

う
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

生
活
道
路
の
件
は
先
ほ
ど
課

長
か
ら
も
お
し
ゃ
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
ず
っ
と
前
々
か
ら
各

字
で
訴
え
ら
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
一
カ
所
一
カ
所
早
目

の
解
決
を
強
く
要
望
す
る
。

村
道
腰
間
線
補
修
と
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い
て

問
１
杣
山
へ
行
く
村
道
、
腰

間
線
は
亀
裂
が
多
く
急
カ
ー
ブ

も
あ
り
、
対
向
車
と
す
れ
違
う

場
合
は
と
て
も
怖
い
で
す
。
亀

裂
の
入
っ
た
で
こ
ぼ
こ
の
道
を

補
修
し
て
ほ
し
い
と
と
も
に
、

草
刈
を
年
二
、
三
回
ぐ
ら
い
管

理
し
て
ほ
し
い
。
視
界
が
悪
く

重
大
な
事
故
に
な
り
か
ね
な
い
。

七
、
八
年
前
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
な
く
亡
く
な
っ
た
方
も
い
る
。

村
道
腰
間
線
は
一
日
も
早
い
補

修
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
ず
、
村
道
の
草

村道 腰間線



（7）第165号� 令和元年12月１日大宜味村議会だより

一
般
質
問
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潮
風
が
ま
と
も
に
道
路
に
吹
き

寄
せ
、
荒
涼
と
し
た
風
景
を
さ

ら
け
出
し
て
い
る
。
同
じ
埋
立

地
の
海
岸
線
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
の
違
い
は
歴
然
で
、
付
近
を

通
行
す
る
た
び
に
違
和
感
を
覚

え
る
。
防
風
・
防
潮
林
の
整
備

に
着
手
し
て
か
ら
機
能
を
果
た

す
ま
で
は
長
期
間
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
可
能
な
限
り
急
い
で

整
備
を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
こ
の
ま
ま
の
状
態
を
続
け
て

い
く
の
か
、
防
風
・
防
潮
林
の

整
備
計
画
は
あ
る
の
か
？

答
宮
城
功
光

　村
長

　
結
の
浜
地
区
の
北
側
の
防
風

林
・
防
潮
林
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
、
現
時
点
、
計
画
は
な
い
。

結
の
浜
の
当
初
の
土
地
利
用
計

画
に
お
い
て
は
学
校
用
地
が
主

と
し
て
あ
っ
た
が
、
学
校
建
設

に
伴
う
用
地
変
更
で
、
現
在
は

交
流
広
場
用
地
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
結
の
浜
の
土
地
利
用
計

画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
防
風
林
・
防
潮
林
の

整
備
に
つ
い
て
は
今
後
の
進
捗

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

友
寄
景
善

　議
員

　
防
風
林
・
防
潮
林
は
植
え
て

す
ぐ
、
こ
の
機
能
を
発
揮
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
10
年
後
、
20

年
後
に
そ
の
機
能
が
発
揮
さ
れ

る
か
ら
、
計
画
が
な
い
か
ら
何

も
し
な
い
と
い
う
の
は
策
が
な

い
。
付
近
を
通
っ
て
い
て
荒
涼

と
し
て
い
て
寂
し
い
思
い
が
す

る
。
ど
の
よ
う
な
計
画
が
今
後

さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
と

り
あ
え
ず
防
風
林
・
防
潮
林
を

整
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。

　
新
た
な
計
画
で
北
側
の
ほ
う

に
新
し
い
施
設
が
で
き
た
場
合
、

防
風
林
・
防
潮
林
を
整
備
し
て

よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
。

施
設
を
つ
く
っ
て
、
防
風
林
・

防
潮
林
を
植
え
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
な
と
、
後
で
後
悔
す
る

よ
り
は
今
か
ら
整
備
し
て
、
ど

の
よ
う
な
施
設
が
で
き
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
村
が
強
力

に
防
風
林
・
防
潮
林
の
事
業
化

へ
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
知
恵
を
出
し
て
、
予
算
を
確

保
し
て
早
急
に
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
要
請
す
る
。

役
場
賃
金
職
員
の
賃
金
引
き
上

げ
に
ど
う
対
処
す
る
か
？

問
大
宜
味
村
が
雇
用
し
て
い

る
賃
金
職
員
の
賃
金
引
き
上
げ

は
避
け
て
通
れ
な
い
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
が
、
今
後
ど
う
対
処

し
て
い
く
か
？

答
宮
城
功
光

　村
長

　
令
和
元
年
10
月
の
賃
金
か
ら

一
般
事
務
賃
金
等
日
額
６
千
400

円
に
、
時
間
給
800
円
の
改
定
に

向
け
調
整
中
。
令
和
２
年
度
よ

り
非
常
勤
職
員
を
会
計
年
度
任

用
職
員
に
移
行
し
、
期
末
手
当

整
備
、
処
遇
改
善
を
行
う
予
定
。

友
寄
景
善

　議
員

　
賃
金
引
上
げ
等
の
労
働
条
件

の
改
善
に
終
わ
り
は
な
い
。
時

代
の
要
請
に
対
応
し
た
労
働
条

件
の
改
善
に
適
宜
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
請
す
る
。

結
の
浜
北
側
の
防
風
・
防
潮
林

の
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
？

問
結
い
の
浜
公
園
か
ら
安
根

川
左
岸
に
至
る
海
岸
沿
い
の
防

風
・
防
潮
林
は
適
切
な
樹
種
選

定
と
良
好
な
管
理
に
よ
り
年
々

そ
の
機
能
を
向
上
さ
せ
、
順
調

に
事
業
効
果
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
。
景
観
的
に
も
美
し
く
、

防
風
・
防
潮
林
づ
く
り
の
成
功

し
た
事
例
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
北
側
の

安
根
川
右
岸
か
ら
道
の
駅
に
続

く
海
岸
は
、
埋
め
立
て
完
了
後
、

長
期
間
経
過
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
防
風
・

防
潮
林
が
整
備
さ
れ
て
い
な
く
、
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刈
り
は
年
に
何
回
行
っ
て
い
る

の
か
。二
つ
目
に
、亀
裂
の
入
っ

た
で
こ
ぼ
こ
の
道
を
補
修
す
る

計
画
は
あ
る
の
か
。
三
つ
目
に
、

腰
間
線
の
上
り
の
左
側
は
崖
っ

ぷ
ち
に
な
っ
て
い
て
と
て
も
危

険
な
の
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
必

要
。
村
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

村
道
腰
間
線
の
道
路
現
状
は
、

こ
れ
ま
で
も
現
地
を
確
認
し
、

台
風
や
大
雨
の
た
び
に
確
認
を

し
て
、
把
握
は
し
て
い
る
。
現

在
、
村
と
し
て
は
、
腰
間
線
に

つ
い
て
の
事
業
採
択
に
向
け
て

沖
縄
県
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
各
地
域
よ
り
、
草
刈

り
要
望
が
多
く
、
作
業
が
間
に

合
っ
て
い
な
い
現
状
で
す
。

答
新
城
寛

　建
設
環
境
課
長

草
刈
り
は
、
年
二
、
三
回
ぐ

ら
い
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
あ
り
ま
す
が
、
最
近
、

村
道
管
理
の
面
で
か
な
り
声
が

あ
り
、
十
分
理
解
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
が
、
な
か
な
か
今
の

作
業
量
で
間
に
合
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
。
優
先
道
を
考
え
な

が
ら
、
現
場
を
確
認
し
な
が
ら

管
理
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

事
業
化
に
向
け
て
沖
縄
県
の

ほ
う
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
。
社
会
資
本
総
合
整
備
事

業
採
択
の
中
に
の
っ
け
ら
れ
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
段
階
か
ら
行
動
を
起
こ

し
て
い
る
。
予
算
配
分
を
見
計

ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
交
通
安

全
対
策
特
別
交
付
金
を
使
い
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
早
い
時
期
に
ど
う

に
か
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
対
策
を
考

え
て
い
る
。

大
山
美
佐
子

　議
員

杣
山
に
は
、
今
住
ん
で
い
る

方
が
十
二
、
三
世
帯
で
、
農
業

を
し
て
い
る
方
が
十
五
名
ぐ
ら

い
い
て
生
活
道
路
と
な
っ
て
い

る
腰
間
線
で
す
。
住
民
の
安
全

と
生
活
を
守
る
た
め
に
も
、
ま

ず
草
刈
り
を
年
二
、
三
回
行
う

こ
と
、
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る

た
め
に
道
路
と
間
違
え
て
危
う

く
、
崖
っ
ぷ
ち
に
落
ち
そ
う
に

な
っ
た
と
い
う
声
も
聞
こ
え
る
。

道
路
補
修
と
危
険
な
場
所
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
も
ぜ
ひ
行

う
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

生
活
道
路
の
件
は
先
ほ
ど
課

長
か
ら
も
お
し
ゃ
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
ず
っ
と
前
々
か
ら
各

字
で
訴
え
ら
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
一
カ
所
一
カ
所
早
目

の
解
決
を
強
く
要
望
す
る
。

村
道
腰
間
線
補
修
と
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い
て

問
１
杣
山
へ
行
く
村
道
、
腰

間
線
は
亀
裂
が
多
く
急
カ
ー
ブ

も
あ
り
、
対
向
車
と
す
れ
違
う

場
合
は
と
て
も
怖
い
で
す
。
亀

裂
の
入
っ
た
で
こ
ぼ
こ
の
道
を

補
修
し
て
ほ
し
い
と
と
も
に
、

草
刈
を
年
二
、
三
回
ぐ
ら
い
管

理
し
て
ほ
し
い
。
視
界
が
悪
く

重
大
な
事
故
に
な
り
か
ね
な
い
。

七
、
八
年
前
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
な
く
亡
く
な
っ
た
方
も
い
る
。

村
道
腰
間
線
は
一
日
も
早
い
補

修
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
ず
、
村
道
の
草

村道 腰間線
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に
相
談
に
行
っ
た
が
そ
の
後
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
お
伺
い
す
る
。

答
宮
城
功
光

　村
長

現
場
の
集
落
道
は
水
源
基
金

事
業
で
整
備
し
た
道
で
あ
り
、

建
設
環
境
課
に
相
談
を
受
け
た

も
の
の
、現
段
階
で
解
決
に
至
っ

て
な
い
の
が
現
状
で
す
。
解
決

法
を
模
索
し
全
面
解
決
に
は
地

権
者
の
協
力
が
必
要
な
た
め
時

間
が
か
か
る
問
題
だ
と
思
っ
て

い
る
。
塩
屋
区
・
地
権
者
と
村

の
三
者
で
話
し
合
い
を
提
案
し

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

問
２
こ
の
道
路
は
村
と
し
て

管
理
上
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

写
真
も
添
付
し
た
が
大
変
な
言

葉
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
見
て
村

は
ど
う
思
う
か
。

答
新
城
寛

　建
設
環
境
課
長

管
理
は
確
か
に
里
道
、
集
落

道
あ
た
り
が
建
設
環
境
課
で
管

理
を
行
っ
て
お
り
、
我
々
も
努

力
を
し
て
早
目
に
解
決
す
る
よ

う
考
え
て
い
き
ま
す
。

答
島
袋
幸
俊

　副
村
長

里
道
と
い
う
こ
と
で
村
が
か

か
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
解
決
に
向

け
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

※
人
材
育
成
基
金
に
つ
い
て
も

質
問
し
ま
し
た
。

生
活
道
路
の
安
全
確
保
と
誹
謗

中
傷
の
立
て
看
板
に
つ
い
て

問
１
塩
屋
区
に
お
い
て
、
土

地
購
入
し
た
方
が
集
落
道
に
イ

ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
置
き
、
付
近

の
年
寄
り
の
方
も
利
用
す
る
道

路
で
あ
り
、
夜
な
ど
は
明
か
り

も
少
な
く
危
険
な
状
態
で
大
変

不
便
を
被
っ
て
い
る
。
生
活
道

路
は
、
地
域
住
民
ら
が
使
う
道

で
あ
り
、
日
中
や
夜
間
に
歩
行

者
や
自
転
車
な
ど
の
通
行
も
あ

り
、
こ
れ
に
絡
む
接
触
・
衝
突

と
い
っ
た
事
故
も
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
早
急
な
対
策
が
望
ま

れ
る
。
写
真
添
付
の
よ
う
な
文

言
も
あ
り
以
前
に
建
設
環
境
課

道路中央付近の看板

畑地 立看板　「塩屋のヌスル死にたいか」 ９班の国道58号線へ通ずる道路

バス停から住宅へ通ずる道路

令和元年12月１日� 第165号（10）大宜味村議会だより

一
般
質
問

宮城 良治　議員

よ
う
に
感
じ
る
。
今
後
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
こ

れ
ま
で
評
価
さ
れ
て
き
た
大
宜

味
村
の
環
境
教
育
は
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
て
く
る
か
と
思
う
が
、

今
後
の
展
開
を
伺
う
。

答
米
須
邦
雄

　教
育
長

野
鳥
観
察
や
チ
ョ
ウ
観
察
は
、

数
々
の
賞
を
受
賞
し
、
高
い
評

価
を
さ
れ
て
い
る
事
は
本
当
に

教
育
委
員
会
と
し
て
も
誇
ら
し

く
思
う
。
質
問
の
活
動
が
縮
小

し
て
い
る
と
の
事
で
す
が
、
現

在
、
小
学
校
で
は
自
然
観
察
ク

ラ
ブ
の
中
で
活
動
し
て
い
る
。

年
間
で
約
15
時
間
組
ま
れ
、
こ

れ
以
上
の
授
業
を
組
む
事
は
、

今
年
度
に
限
っ
て
は
厳
し
い
。

ま
た
学
校
統
合
以
前
に
行
っ
て

い
た
環
境
教
育
の
授
業
の
形
態

が
変
わ
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、「
大

宜
味
村
の
教
育
」
の
教
育
方
針

に
も
あ
る
よ
う
に
、
本
村
の
置

か
れ
た
自
然
環
境
の
中
か
ら
育

ま
れ
て
き
た
大
宜
味
村
の
村
民

像
を
描
い
て
、
郷
土
に
自
信
と

誇
り
の
持
て
る
、
心
身
共
に
健

全
な
村
民
の
育
成
に
努
め
る
。

今
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
環
境

教
育
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後

と
も
継
続
し
て
積
極
的
に
考
え

て
い
く
。

問
２
ま
た
以
前
の
よ
う
に
、

高
い
レ
ベ
ル
で
調
査
・
観
察
で

き
る
よ
う
な
活
動
環
境
を
整
え

る
事
が
出
来
な
い
か
考
え
た
時

に
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
い

う
の
が
あ
り
。
世
界
で
約
１
万

１
千
校
、
日
本
で
約
１
千
100
校
、

県
内
で
は
北
谷
中
学
校
や
金
武

町
の
中
川
小
学
校
が
加
盟
し
て

い
る
。
加
盟
校
は
ユ
ネ
ス
コ
の

活
動
を
通
し
て
各
国
の
学
校
と

交
流
や
情
報
交
換
の
機
会
を
持

て
、
国
際
会
議
や
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
も
参
加
す
る
事
が
で
き

ま
す
。こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
活
動
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
に
も
繋
が
る

の
で
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ぜ

ひ
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
米
須
邦
雄

　教
育
長

　

ユ
ネ
ス
コ
関
係
の
事
に
つ
い

て
も
、
今
後
、
情
報
を
色
々
収

集
し
、
こ
の
辺
は
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
特
に
大

宜
味
村
は
、
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

今
ま
で
の
自
然
環
境
、
歴
史
文

化
、
産
業
ま
で
、
教
育
現
場
の

中
で
大
宜
味
の
特
徴
を
含
め
た

と
こ
ろ
ま
で
総
合
的
に
展
開
し

て
い
き
た
い
。

宮
城
良
治

　議
員

大
宜
味
村
地
域
連
携
保
全
活

動
計
画
の
中
に
も
あ
る
、「
身

近
な
自
然
に
触
れ
合
う
機
会
を

増
や
し
、
生
物
多
様
性
に
恵
ま

れ
た
地
域
の
重
要
性
に
気
づ
き
、

地
域
を
誇
り
に
思
う
心
を
育
て

る
取
り
組
み
」
を
ぜ
ひ
行
っ
て

頂
い
て
、
や
ん
ば
る
国
立
公
園

の
入
り
口
に
あ
る
大
宜
味
小
学

校
で
す
か
ら
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
環
境
教
育
に
は
地
域

の
人
材
も
活
用
し
な
が
ら
、
今

後
も
力
を
入
れ
て
頂
き
た
い
。

環
境
教
育
に
つ
い
て

問
１
旧
喜
如
嘉
小
学
校
の
野

鳥
観
察
、
旧
塩
屋
小
学
校
の

チ
ョ
ウ
観
察
は
国
内
外
の
研
究

者
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
ほ
ど
レ

ベ
ル
の
高
い
調
査
・
観
察
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
数
々

の
賞
を
受
賞
し
、
自
分
た
ち
が

調
査
・
観
察
し
た
事
を
自
信
を

持
っ
て
発
表
し
て
い
る
姿
に
、

地
域
の
方
々
は
子
供
達
の
事
を
、

本
当
に
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
小
学
校

統
合
か
ら
４
年
目
を
迎
え
た
が
、

以
前
よ
り
野
鳥
観
察
や
チ
ョ
ウ

観
察
の
活
動
が
縮
小
し
て
い
る
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一
般
質
問

大城 佐一　議員

に
相
談
に
行
っ
た
が
そ
の
後
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
お
伺
い
す
る
。

答
宮
城
功
光

　村
長

現
場
の
集
落
道
は
水
源
基
金

事
業
で
整
備
し
た
道
で
あ
り
、

建
設
環
境
課
に
相
談
を
受
け
た

も
の
の
、現
段
階
で
解
決
に
至
っ

て
な
い
の
が
現
状
で
す
。
解
決

法
を
模
索
し
全
面
解
決
に
は
地

権
者
の
協
力
が
必
要
な
た
め
時

間
が
か
か
る
問
題
だ
と
思
っ
て

い
る
。
塩
屋
区
・
地
権
者
と
村

の
三
者
で
話
し
合
い
を
提
案
し

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

問
２
こ
の
道
路
は
村
と
し
て

管
理
上
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

写
真
も
添
付
し
た
が
大
変
な
言

葉
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
見
て
村

は
ど
う
思
う
か
。

答
新
城
寛

　建
設
環
境
課
長

管
理
は
確
か
に
里
道
、
集
落

道
あ
た
り
が
建
設
環
境
課
で
管

理
を
行
っ
て
お
り
、
我
々
も
努

力
を
し
て
早
目
に
解
決
す
る
よ

う
考
え
て
い
き
ま
す
。

答
島
袋
幸
俊

　副
村
長

里
道
と
い
う
こ
と
で
村
が
か

か
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
解
決
に
向

け
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

※
人
材
育
成
基
金
に
つ
い
て
も

質
問
し
ま
し
た
。

生
活
道
路
の
安
全
確
保
と
誹
謗

中
傷
の
立
て
看
板
に
つ
い
て

問
１
塩
屋
区
に
お
い
て
、
土

地
購
入
し
た
方
が
集
落
道
に
イ

ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
置
き
、
付
近

の
年
寄
り
の
方
も
利
用
す
る
道

路
で
あ
り
、
夜
な
ど
は
明
か
り

も
少
な
く
危
険
な
状
態
で
大
変

不
便
を
被
っ
て
い
る
。
生
活
道

路
は
、
地
域
住
民
ら
が
使
う
道

で
あ
り
、
日
中
や
夜
間
に
歩
行

者
や
自
転
車
な
ど
の
通
行
も
あ

り
、
こ
れ
に
絡
む
接
触
・
衝
突

と
い
っ
た
事
故
も
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
早
急
な
対
策
が
望
ま

れ
る
。
写
真
添
付
の
よ
う
な
文

言
も
あ
り
以
前
に
建
設
環
境
課

道路中央付近の看板

畑地 立看板　「塩屋のヌスル死にたいか」 ９班の国道58号線へ通ずる道路

バス停から住宅へ通ずる道路

令和元年12月１日� 第165号（10）大宜味村議会だより

一
般
質
問

宮城 良治　議員

よ
う
に
感
じ
る
。
今
後
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
こ

れ
ま
で
評
価
さ
れ
て
き
た
大
宜

味
村
の
環
境
教
育
は
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
て
く
る
か
と
思
う
が
、

今
後
の
展
開
を
伺
う
。

答
米
須
邦
雄

　教
育
長

野
鳥
観
察
や
チ
ョ
ウ
観
察
は
、

数
々
の
賞
を
受
賞
し
、
高
い
評

価
を
さ
れ
て
い
る
事
は
本
当
に

教
育
委
員
会
と
し
て
も
誇
ら
し

く
思
う
。
質
問
の
活
動
が
縮
小

し
て
い
る
と
の
事
で
す
が
、
現

在
、
小
学
校
で
は
自
然
観
察
ク

ラ
ブ
の
中
で
活
動
し
て
い
る
。

年
間
で
約
15
時
間
組
ま
れ
、
こ

れ
以
上
の
授
業
を
組
む
事
は
、

今
年
度
に
限
っ
て
は
厳
し
い
。

ま
た
学
校
統
合
以
前
に
行
っ
て

い
た
環
境
教
育
の
授
業
の
形
態

が
変
わ
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、「
大

宜
味
村
の
教
育
」
の
教
育
方
針

に
も
あ
る
よ
う
に
、
本
村
の
置

か
れ
た
自
然
環
境
の
中
か
ら
育

ま
れ
て
き
た
大
宜
味
村
の
村
民

像
を
描
い
て
、
郷
土
に
自
信
と

誇
り
の
持
て
る
、
心
身
共
に
健

全
な
村
民
の
育
成
に
努
め
る
。

今
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
環
境

教
育
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後

と
も
継
続
し
て
積
極
的
に
考
え

て
い
く
。

問
２
ま
た
以
前
の
よ
う
に
、

高
い
レ
ベ
ル
で
調
査
・
観
察
で

き
る
よ
う
な
活
動
環
境
を
整
え

る
事
が
出
来
な
い
か
考
え
た
時

に
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
い

う
の
が
あ
り
。
世
界
で
約
１
万

１
千
校
、
日
本
で
約
１
千
100
校
、

県
内
で
は
北
谷
中
学
校
や
金
武

町
の
中
川
小
学
校
が
加
盟
し
て

い
る
。
加
盟
校
は
ユ
ネ
ス
コ
の

活
動
を
通
し
て
各
国
の
学
校
と

交
流
や
情
報
交
換
の
機
会
を
持

て
、
国
際
会
議
や
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
も
参
加
す
る
事
が
で
き

ま
す
。こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
活
動
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
に
も
繋
が
る

の
で
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ぜ

ひ
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
米
須
邦
雄

　教
育
長

　

ユ
ネ
ス
コ
関
係
の
事
に
つ
い

て
も
、
今
後
、
情
報
を
色
々
収

集
し
、
こ
の
辺
は
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
特
に
大

宜
味
村
は
、
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

今
ま
で
の
自
然
環
境
、
歴
史
文

化
、
産
業
ま
で
、
教
育
現
場
の

中
で
大
宜
味
の
特
徴
を
含
め
た

と
こ
ろ
ま
で
総
合
的
に
展
開
し

て
い
き
た
い
。

宮
城
良
治

　議
員

大
宜
味
村
地
域
連
携
保
全
活

動
計
画
の
中
に
も
あ
る
、「
身

近
な
自
然
に
触
れ
合
う
機
会
を

増
や
し
、
生
物
多
様
性
に
恵
ま

れ
た
地
域
の
重
要
性
に
気
づ
き
、

地
域
を
誇
り
に
思
う
心
を
育
て

る
取
り
組
み
」
を
ぜ
ひ
行
っ
て

頂
い
て
、
や
ん
ば
る
国
立
公
園

の
入
り
口
に
あ
る
大
宜
味
小
学

校
で
す
か
ら
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
環
境
教
育
に
は
地
域

の
人
材
も
活
用
し
な
が
ら
、
今

後
も
力
を
入
れ
て
頂
き
た
い
。

環
境
教
育
に
つ
い
て

問
１
旧
喜
如
嘉
小
学
校
の
野

鳥
観
察
、
旧
塩
屋
小
学
校
の

チ
ョ
ウ
観
察
は
国
内
外
の
研
究

者
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
ほ
ど
レ

ベ
ル
の
高
い
調
査
・
観
察
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
数
々

の
賞
を
受
賞
し
、
自
分
た
ち
が

調
査
・
観
察
し
た
事
を
自
信
を

持
っ
て
発
表
し
て
い
る
姿
に
、

地
域
の
方
々
は
子
供
達
の
事
を
、

本
当
に
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
小
学
校

統
合
か
ら
４
年
目
を
迎
え
た
が
、

以
前
よ
り
野
鳥
観
察
や
チ
ョ
ウ

観
察
の
活
動
が
縮
小
し
て
い
る
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一
般
質
問

宮城　貢　議員

ろ
、
伊
是
名
村
に
給
付
型
の
制

度
が
あ
り
、
名
護
市
は
次
年
度

の
制
度
に
向
け
検
討
中
と
の
こ

と
で
す
。

大
宜
味
中
学
校
跡
地
で
建
設
中

の『
や
ん
ば
る
の
森
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
』に
つ
い
て

問
１

指
定
管
理
者
で
あ
る

フ
ァ
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
株

式
会
社
と
の
指
定
期
間
と
年
度

ご
と
の
指
定
管
理
料
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。
村
と
し
て

の
収
入
は
。
い
か
な
る
メ
リ
ッ

ト
を
受
け
る
か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

や
ん
ば
る
の
森
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
第
21
条
に
基
づ
き
、
指

定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度

の
翌
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
起

算
し
て
５
年
を
限
度
と
し
て
い

ま
す
。
平
成
31
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。
期
間
の
更
新
は
、

村
長
が
認
め
、
議
会
の
議
決
を

得
ら
れ
た
場
合
に
な
り
ま
す
。

指
定
管
理
料
は
、
今
年
度
は
541

万
４
千
円
、
２
年
度
以
降
は

902
万
５
千
円
を
上
限
と
し
て
い

ま
す
。
指
定
管
理
者
と
し
て
事

業
を
行
う
こ
と
か
ら
、
施
設
か

ら
の
収
入
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

事
業
者
か
ら
の
村
税
と
し
て
の

収
入
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
メ

リ
ッ
ト
は
、
村
民
の
雇
用
促
進

と
事
業
展
開
に
よ
る
経
済
波
及

効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問
２
村
は
、
根
路
銘
の
活
性

化
セ
ン
タ
ー
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
両
方
が
成
り
立
つ
よ
う
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
議
会

で
返
事
し
て
い
ま
す
。
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
取
り
扱
い
方
、
発

生
す
る
費
用
は
村
で
み
ま
す
か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

11
月
11
日
に
、
今
の
道
の
駅

を
移
転
と
い
う
形
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
活
性
化
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
入
居
者
の
皆
さ

ま
が
継
続
し
た
い
と
の
声
が
あ

り
ま
す
。
今
後
、
村
民
が
大
い

に
活
用
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

活
性
化
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

宮
城
貢

　議
員

活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
根
路

銘
海
岸
の
景
色
の
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
活
性
化

セ
ン
タ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る

よ
う
な
拠
点
と
し
て
一
緒
に
で

き
る
よ
う
検
討
願
い
ま
す
。

役
場
新
庁
舎
建
設
場
所
に
つ
い
て

問
役
場
新
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
は
村
民
に
対
し
２
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
村
長
に

答
申
さ
れ
ま
し
た
。
村
民
に
対

し
、
説
明
会
の
予
定
は
あ
り
ま

す
か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

現
在
、
重
点
施
策
内
部
検
討

委
員
会
で
検
討
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
策

定
次
第
、
説
明
会
を
行
う
予
定

で
す
。

教
育
費
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

問

６
月
定
例
会
で
就
学
支

援
・
奨
励
す
る
給
付
型
奨
学
金

の
制
度
に
つ
い
て
、『
検
討
し

ま
す
』
と
の
返
事
で
し
た
が
、

現
状
は
い
か
が
で
す
か
。
他
市

町
村
の
動
き
は
把
握
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

答
米
須
邦
雄

　教
育
長

去
る
６
月
議
会
で
質
問
の

あ
っ
た
給
付
型
奨
学
金
は
、
現

段
階
の
進
捗
と
し
て
は
、
具
体

的
な
実
施
に
つ
い
て
検
討
中
で

す
。
給
付
型
を
改
正
す
る
た
め

に
は
、
新
た
な
財
源
の
確
保
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
北

部
の
市
町
村
を
調
査
し
た
と
こ
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ノ
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
促

進
す
る
と
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
具
体
的
な
策
が
あ
る
か

示
し
て
ほ
し
い
。

答
宮
城
功
光

　村
長

①
こ
れ
ま
で
活
用
事
業
の
契

約
事
業
所
か
ら
、
契
約
解
除
の

申
し
出
あ
り
、
契
約
解
除
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
活
用
事
業

者
の
公
募
に
向
け
て
調
整
を

図
っ
て
い
く
。③
本
施
設
は
、国

道
か
ら
や
ん
ば
る
国
立
公
園
の

玄
関
口
に
位
置
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
多
く
の
来
訪
者
の
窓
口
、

出
口
と
し
て
な
り
得
る
。
そ
こ

に
村
の
農
産
物
な
ど
、
特
産
品

が
集
約
さ
れ
、
観
光
情
報
な
ど

の
発
信
拠
点
と
な
る
。
現
在
、

指
定
管
理
者
お
よ
び
村
観
光
協

会
に
お
い
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
関
す
る
事
業
な
ど
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

建
設
新
庁
舎
を
問
う

問
１
村
は
、
1972
年
に
建
築
さ

れ
た
役
場
庁
舎
は
、
新
耐
震
制

導
入
前
に
建
築
さ
れ
47
年
が
経

過
し
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
建
物
は
、
法
定
耐

用
年
数
が
50
年
で
庁
舎
の
老
朽

化
等
で
庁
舎
の
建
替
え
の
必
要

性
を
唱
え
て
い
る
。

本
村
は
庁
舎
建
設
基
金
の
積

め
立
て
も
な
く
、
東
日
本
大
震

災
、
熊
本
地
震
の
経
験
か
ら
防

災
意
識
が
全
国
的
に
高
ま
っ
て

い
る
。
庁
舎
建
替
え
を
緊
急
に

実
施
で
き
る
よ
う
「
市
町
村
役

場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」
が
創

設
さ
れ
て
い
る
が
、
2020
年
度
ま

で
に
実
施
計
画
に
着
手
し
た
事

業
に
つ
い
て
は
、
21
年
度
以
降

も
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
る
と

さ
れ
て
い
る
そ
の
時
期
に
村
民

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
事

業
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
諸
計
画
と
の
正
誤
性
、

基
本
理
念
や
基
本
方
針
を
ど
の

よ
う
に
反
映
す
る
か
。
ま
た
、

決
定
前
に
住
民
と
の
意
見
交
換

会
が
必
要
と
思
う
が
。

答
宮
城
功
光

　村
長

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
策
定

次
第
、
説
明
会
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

問
２
村
長
は
説
明
会
に
つ
い

て
は
決
定
し
て
か
ら
行
う
と
。

色
々
あ
る
の
で
決
め
る
前
に

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

エ
リ
ア
に
は
、
津
波
危
険
想

定
区
域
、
急
傾
斜
崩
落
危
険
個

所
、
土
石
流
危
険
個
所
が
あ
る
。

答
宮
城
功
光

　村
長

調
査
建
設
基
本
構
想
を
策
定

次
第
、
説
明
会
を
行
う
こ
と
で
、

今
策
定
を
し
て
い
る
段
階
で
あ

る
。
村
民
に
も
説
明
し
て
合
意

形
成
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

吉
浜
覚

　議
員

村
長
が
住
民
へ
の
説
明
会
は

決
定
し
て
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、

段
階
的
に
合
意
形
成
し
て
い
く

上
で
の
説
明
会
と
い
う
こ
と
で

大
変
失
礼
し
ま
し
た
。
是
非
、

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

豊
か
な
自
然
が
生
み
出
す
活
力

あ
る
村
づ
く
り
を
問
う

問
①
喜
如
嘉
小
学
校
跡
地
利

用
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後

の
展
開
を
ど
う
す
る
の
か
。
②

（
省
略
）
③
今
日
ま
で
農
産
物

及
び
特
産
品
の
宣
伝
販
売
の
事

業
拠
点
と
し
て
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
展
開
し
て
き
た
が
、
新

た
に
や
ん
ば
る
の
森
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始
す
る
こ

と
に
よ
り
農
産
物
及
び
特
産
品

の
生
産
と
供
給
の
よ
り
充
実
し

た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
て
村
に
お
け
る
観
光
産
業
の

発
信
を
行
い
、
自
然
・
人
・
モ
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ろ
、
伊
是
名
村
に
給
付
型
の
制

度
が
あ
り
、
名
護
市
は
次
年
度

の
制
度
に
向
け
検
討
中
と
の
こ

と
で
す
。

大
宜
味
中
学
校
跡
地
で
建
設
中

の『
や
ん
ば
る
の
森
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
』に
つ
い
て

問
１

指
定
管
理
者
で
あ
る

フ
ァ
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
株

式
会
社
と
の
指
定
期
間
と
年
度

ご
と
の
指
定
管
理
料
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。
村
と
し
て

の
収
入
は
。
い
か
な
る
メ
リ
ッ

ト
を
受
け
る
か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

や
ん
ば
る
の
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セ
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設
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及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
第
21
条
に
基
づ
き
、
指

定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度

の
翌
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
起

算
し
て
５
年
を
限
度
と
し
て
い

ま
す
。
平
成
31
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。
期
間
の
更
新
は
、

村
長
が
認
め
、
議
会
の
議
決
を

得
ら
れ
た
場
合
に
な
り
ま
す
。

指
定
管
理
料
は
、
今
年
度
は
541

万
４
千
円
、
２
年
度
以
降
は

902
万
５
千
円
を
上
限
と
し
て
い

ま
す
。
指
定
管
理
者
と
し
て
事

業
を
行
う
こ
と
か
ら
、
施
設
か

ら
の
収
入
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

事
業
者
か
ら
の
村
税
と
し
て
の

収
入
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
メ

リ
ッ
ト
は
、
村
民
の
雇
用
促
進

と
事
業
展
開
に
よ
る
経
済
波
及

効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問
２
村
は
、
根
路
銘
の
活
性

化
セ
ン
タ
ー
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
両
方
が
成
り
立
つ
よ
う
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
議
会

で
返
事
し
て
い
ま
す
。
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
取
り
扱
い
方
、
発

生
す
る
費
用
は
村
で
み
ま
す
か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

11
月
11
日
に
、
今
の
道
の
駅

を
移
転
と
い
う
形
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
活
性
化
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
入
居
者
の
皆
さ

ま
が
継
続
し
た
い
と
の
声
が
あ

り
ま
す
。
今
後
、
村
民
が
大
い

に
活
用
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

活
性
化
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

宮
城
貢

　議
員

活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
根
路

銘
海
岸
の
景
色
の
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
活
性
化

セ
ン
タ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る

よ
う
な
拠
点
と
し
て
一
緒
に
で

き
る
よ
う
検
討
願
い
ま
す
。

役
場
新
庁
舎
建
設
場
所
に
つ
い
て

問
役
場
新
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
は
村
民
に
対
し
２
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
村
長
に

答
申
さ
れ
ま
し
た
。
村
民
に
対

し
、
説
明
会
の
予
定
は
あ
り
ま

す
か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

現
在
、
重
点
施
策
内
部
検
討

委
員
会
で
検
討
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
策

定
次
第
、
説
明
会
を
行
う
予
定

で
す
。

教
育
費
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

問

６
月
定
例
会
で
就
学
支

援
・
奨
励
す
る
給
付
型
奨
学
金

の
制
度
に
つ
い
て
、『
検
討
し

ま
す
』
と
の
返
事
で
し
た
が
、

現
状
は
い
か
が
で
す
か
。
他
市

町
村
の
動
き
は
把
握
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

答
米
須
邦
雄

　教
育
長

去
る
６
月
議
会
で
質
問
の

あ
っ
た
給
付
型
奨
学
金
は
、
現

段
階
の
進
捗
と
し
て
は
、
具
体

的
な
実
施
に
つ
い
て
検
討
中
で

す
。
給
付
型
を
改
正
す
る
た
め

に
は
、
新
た
な
財
源
の
確
保
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
北

部
の
市
町
村
を
調
査
し
た
と
こ
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ノ
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
促

進
す
る
と
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
具
体
的
な
策
が
あ
る
か

示
し
て
ほ
し
い
。

答
宮
城
功
光

　村
長

①
こ
れ
ま
で
活
用
事
業
の
契

約
事
業
所
か
ら
、
契
約
解
除
の

申
し
出
あ
り
、
契
約
解
除
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
活
用
事
業

者
の
公
募
に
向
け
て
調
整
を

図
っ
て
い
く
。③
本
施
設
は
、国

道
か
ら
や
ん
ば
る
国
立
公
園
の

玄
関
口
に
位
置
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
多
く
の
来
訪
者
の
窓
口
、

出
口
と
し
て
な
り
得
る
。
そ
こ

に
村
の
農
産
物
な
ど
、
特
産
品

が
集
約
さ
れ
、
観
光
情
報
な
ど

の
発
信
拠
点
と
な
る
。
現
在
、

指
定
管
理
者
お
よ
び
村
観
光
協

会
に
お
い
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
関
す
る
事
業
な
ど
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

建
設
新
庁
舎
を
問
う

問
１
村
は
、
1972
年
に
建
築
さ

れ
た
役
場
庁
舎
は
、
新
耐
震
制

導
入
前
に
建
築
さ
れ
47
年
が
経

過
し
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
建
物
は
、
法
定
耐

用
年
数
が
50
年
で
庁
舎
の
老
朽

化
等
で
庁
舎
の
建
替
え
の
必
要

性
を
唱
え
て
い
る
。

本
村
は
庁
舎
建
設
基
金
の
積

め
立
て
も
な
く
、
東
日
本
大
震

災
、
熊
本
地
震
の
経
験
か
ら
防

災
意
識
が
全
国
的
に
高
ま
っ
て

い
る
。
庁
舎
建
替
え
を
緊
急
に

実
施
で
き
る
よ
う
「
市
町
村
役

場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」
が
創

設
さ
れ
て
い
る
が
、
2020
年
度
ま

で
に
実
施
計
画
に
着
手
し
た
事

業
に
つ
い
て
は
、
21
年
度
以
降

も
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
る
と

さ
れ
て
い
る
そ
の
時
期
に
村
民

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
事

業
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
諸
計
画
と
の
正
誤
性
、

基
本
理
念
や
基
本
方
針
を
ど
の

よ
う
に
反
映
す
る
か
。
ま
た
、

決
定
前
に
住
民
と
の
意
見
交
換

会
が
必
要
と
思
う
が
。

答
宮
城
功
光

　村
長

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
策
定

次
第
、
説
明
会
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

問
２
村
長
は
説
明
会
に
つ
い

て
は
決
定
し
て
か
ら
行
う
と
。

色
々
あ
る
の
で
決
め
る
前
に

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

エ
リ
ア
に
は
、
津
波
危
険
想

定
区
域
、
急
傾
斜
崩
落
危
険
個

所
、
土
石
流
危
険
個
所
が
あ
る
。

答
宮
城
功
光

　村
長

調
査
建
設
基
本
構
想
を
策
定

次
第
、
説
明
会
を
行
う
こ
と
で
、

今
策
定
を
し
て
い
る
段
階
で
あ

る
。
村
民
に
も
説
明
し
て
合
意

形
成
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

吉
浜
覚

　議
員

村
長
が
住
民
へ
の
説
明
会
は

決
定
し
て
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、

段
階
的
に
合
意
形
成
し
て
い
く

上
で
の
説
明
会
と
い
う
こ
と
で

大
変
失
礼
し
ま
し
た
。
是
非
、

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

豊
か
な
自
然
が
生
み
出
す
活
力

あ
る
村
づ
く
り
を
問
う

問
①
喜
如
嘉
小
学
校
跡
地
利

用
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後

の
展
開
を
ど
う
す
る
の
か
。
②

（
省
略
）
③
今
日
ま
で
農
産
物

及
び
特
産
品
の
宣
伝
販
売
の
事

業
拠
点
と
し
て
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
展
開
し
て
き
た
が
、
新

た
に
や
ん
ば
る
の
森
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始
す
る
こ

と
に
よ
り
農
産
物
及
び
特
産
品

の
生
産
と
供
給
の
よ
り
充
実
し

た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
て
村
に
お
け
る
観
光
産
業
の

発
信
を
行
い
、
自
然
・
人
・
モ
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年
１
回
行
っ
て
お
り
、
大
保
か

ら
江
洲
に
抜
け
る
江
洲
１
号
線

は
、
年
２
回
以
上
行
っ
て
い
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
道
路
に
異
常

が
あ
っ
た
場
合
、
規
模
に
よ
る

が
、
直
ち
に
応
急
措
置
等
の
対

応
を
行
う
。

問
２
（
写
真
を
提
示
す
る
）村

道
饒
波
石
山
線
の
道
路
幅
員
は
、

７
ｍ
あ
る
が
区
画
線
が
全
て
消

え
て
い
る
。
下
の
（
写
真
）
軽

ト
ラ
ッ
ク
の
大
き
さ
幅
が
145
㎝

で
す
。
ほ
と
ん
ど
全
て
草
が
覆

い
茂
っ
て
す
れ
違
え
る
状
況
で

は
な
い
。

苗
圃
線
は
、
約
300
ｍ
近
く
農

家
が
年
間
を
通
し
て
（
枝
打
ち

や
除
草
作
業
）
や
っ
て
い
る
。

腰
間
線
は
、
道
路
が
約
20
㎝

程
沈
下
し
滑
っ
て
い
る
。
防
護

柵
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
も
所
々
な

い
状
況
が
あ
る
。

田
嘉
里
線
だ
が
、
昨
年
の
悪

天
候
で
滑
っ
た
個
所
、
１
年
余

り
放
置
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
く
の
か
？

答
新
城
寛

　建
設
環
境
課
長

指
摘
の
村
道
に
つ
い
て
現
況

を
把
握
し
て
い
る
。
草
刈
り
作

業
に
つ
い
て
、
路
線
延
長
も
長

い
こ
と
か
ら
、
量
的
に
か
な
り

厳
し
い
。
現
在
作
業
員
５
名
で

行
っ
て
い
る
。
今
日
当
り
か
ら

饒
波
石
山
線
除
草
作
業
に
入
っ

て
い
る
。
腰
間
線
に
つ
い
て
、

毎
回
雨
が
降
る
た
び
に
確
認
し

て
い
る
。
今
、
事
業
採
択
に
向

け
て
や
っ
て
い
る
。
田
嘉
里
線

に
つ
い
て
、
指
示
し
て
と
り
あ

え
ず
除
草
作
業
は
、
や
っ
て
い

く
。
昨
年
崩
れ
た
所
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
設
置
す
れ
ば
良
い
の

か
と
思
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、

応
急
的
に
で
き
る
も
の
に
関
し

て
は
や
っ
て
い
く
。

答
花
田
義
徳

　産
業
振
興
課
長

　
　兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
道
は
、
基
本
受
益
者
管
理

と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
受
益
者
だ
け
で
厳
し

い
場
合
、
相
談
が
あ
れ
ば
現
場

確
認
し
て
検
討
し
た
い
。
パ
ト

ロ
ー
ル
等
で
気
づ
い
た
時
に
は
、

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

苗
圃
線
を
確
認
し
た
所
、
走
行

が
厳
し
い
状
況
で
、
今
日
か
ら

草
刈
り
作
業
に
入
っ
て
い
る
。

答
島
袋
幸
俊

　副
村
長

事
業
の
中
で
農
道
を
整
備
す

る
時
に
は
、
受
益
者
が
管
理
す

べ
き
と
い
う
の
は
、
一
定
の
耕

地
面
積
も
含
め
て
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
て
い
る
。
数
年
も
経
て
ば
、

受
益
者
の
状
況
も
変
わ
っ
て
く

る
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
管
理

す
る
の
も
厳
し
い
。
基
本
受
益

者
が
や
る
べ
き
も
含
め
て
、
今

後
相
談
し
な
が
ら
や
っ
て
行
き

た
い
と
思
う
。

安
里
重
和

　議
員

田
嘉
里
線
で
道
路
が
陥
没
し

て
い
る
個
所
が
あ
る
。
自
転
車

で
転
ん
だ
場
合
大
き
な
事
故
に

な
る
。
至
急
、
補
修
を
や
っ
て

ほ
し
い
。

※
学
校
跡
地
活
用
事
業
及
び
企

業
支
援
賃
貸
工
場
に
つ
い
て
も

質
問
し
ま
し
た
。（
３
回
目
）

村
管
理
道
路
の
安
全
対
策
を
？

問
１
①
除
草
作
業
は
、
村
道

全
て
の
路
線
で
草
刈
り
作
業
を

実
施
し
て
い
る
の
か
。
実
施
し

て
い
る
各
路
線
の
頻
度
は
、
年

間
ど
の
程
度
か
。
②
職
員
等
に

よ
る
道
路
の
点
検
結
果
、
不
具

合
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
後
の

対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

①
に
つ
い
て
、
村
道
全
て
の

路
線
が
対
象
に
な
る
。
頻
度
に

つ
い
て
は
、
主
要
道
路
と
り
わ

け
集
落
に
近
い
村
道
は
、
で
き

る
だ
け
回
数
を
増
や
し
管
理
し

て
い
る
。
農
道
の
草
刈
り
作
業

に
つ
い
て
、
主
に
基
幹
農
道
を
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対
策
が
必
要
か
検
討
す
る
。
私

も
現
地
を
踏
ま
え
て
、
応
急
措

置
で
対
応
が
可
能
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
普
通
河
川
の

補
助
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が
な
く
、

予
算
措
置
に
苦
慮
す
る
こ
と
か

ら
全
面
改
修
に
つ
い
て
は
現
段

階
で
厳
し
い
も
の
と
考
え
る
。

他
の
一
部
改
修
等
で
安
全
面
を

確
保
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

大
城
邦
彦

　議
員

予
算
も
厳
し
い
中
で
、
底
が

か
な
り
傷
ん
で
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
前
向
き
に
検
討
く
だ
さ
い
。

村
道
・
農
道
等
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

問
１
大
宜
味
村
の
広
大
な
村

道
、
農
道
な
ど
の
維
持
管
理
に

お
け
る
草
刈
り
作
業
に
つ
い
て
、

現
在
、
２
〜
３
の
チ
ー
ム
で
作

業
を
行
っ
て
い
る
が
、
雑
草
が

茂
り
車
道
が
狭
く
、
見
通
し
も

悪
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
々

あ
り
、
交
通
事
故
が
起
こ
り
か

ね
な
い
現
状
に
あ
る
。
国
立
公

園
指
定
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
が
ふ

え
て
お
り
、
さ
ら
に
世
界
自
然

遺
産
登
録
と
な
れ
ば
、
交
通
量

の
増
加
で
、
事
故
防
止
を
図
る

必
要
か
ら
今
の
作
業
班
の
人
数

で
は
維
持
管
理
の
限
界
と
思
わ

れ
る
が
、
村
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

①
作
業
班
及
び
作
業
員
の
増

員
等
を
図
れ
な
い
か
。
②
年
間

を
通
じ
て
効
率
的
な
作
業
を
行

う
た
め
、
ユ
ン
ボ
を
年
間
リ
ー

ス
又
は
購
入
で
き
な
い
か
。
③

草
刈
り
作
業
の
安
全
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
る
か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

１
番
目
は
、
主
に
単
費
で

行
っ
て
お
り
、
予
算
的
に
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
国
庫
補
助
な

ど
、
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
か
確
認

し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
２
番

目
は
、
現
在
作
業
員
に
ユ
ン
ボ

の
資
格
を
保
有
し
て
い
る
人
も

お
り
、
必
要
な
と
き
に
ユ
ン
ボ

を
リ
ー
ス
し
、
頻
繁
に
使
用
す

る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
経
済

面
を
考
え
る
と
、
使
用
す
る
と

き
に
リ
ー
ス
し
た
ほ
う
が
よ
い

と
考
え
る
。
現
在
、
作
業
に
よ

る
事
故
等
は
な
い
が
、
安
全
対

策
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
今

後
、
他
の
市
町
村
を
参
考
に
検

討
し
た
い
。

問
２
夏
場
は
、
熱
中
症
な
ど

体
調
不
良
で
休
む
と
聞
き
ま
す
。

草
刈
り
後
の
片
づ
け
や
災
害
時

に
利
用
で
き
る
の
で
、
年
間
を

通
じ
て
ユ
ン
ボ
が
あ
れ
ば
非
常

に
便
利
で
あ
る
。

そ
し
て
作
業
の
安
全
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
は
、
１
日
の
作
業
時
間

が
２
時
間
で
30
分
間
や
る
と
５

分
か
ら
10
分
は
休
憩
し
な
さ
い

と
あ
る
。

熱
中
症
対
策
や
振
動
障
害
で

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ち
ゃ
ん
と
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
新
城
寛

　建
設
環
境
課
長

講
習
会
等
は
受
講
し
て
お
り

作
業
員
の
安
全
管
理
、
健
康
面

も
意
識
し
、
単
価
の
面
も
検
討

し
な
が
ら
道
路
を
管
理
し
て
い

き
た
い
。

根
路
銘
区
ビ
グ
チ
川
の
改
修
に

つ
い
て

問
根
路
銘
区
内
に
あ
る
ビ
グ

チ
川
の
全
面
改
修
の
要
請
が
区

長
よ
り
あ
っ
た
と
思
う
が
、
古

く
に
土
木
工
事
を
さ
れ
た
た
め
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
底
が
数
カ
所

割
れ
、
住
民
か
ら
斜
面
の
崩
落

及
び
水
害
等
を
懸
念
す
る
声
が

あ
り
、
全
面
改
修
を
前
向
き
に

検
討
さ
れ
た
い
が
、
村
と
し
て

の
見
解
を
伺
う
。

答
宮
城
功
光

　村
長

根
路
銘
区
か
ら
の
要
請
に
つ

い
て
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

建
設
環
境
課
に
て
現
地
を
確
認

し
て
お
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
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年
１
回
行
っ
て
お
り
、
大
保
か

ら
江
洲
に
抜
け
る
江
洲
１
号
線

は
、
年
２
回
以
上
行
っ
て
い
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
道
路
に
異
常

が
あ
っ
た
場
合
、
規
模
に
よ
る

が
、
直
ち
に
応
急
措
置
等
の
対

応
を
行
う
。

問
２
（
写
真
を
提
示
す
る
）村

道
饒
波
石
山
線
の
道
路
幅
員
は
、

７
ｍ
あ
る
が
区
画
線
が
全
て
消

え
て
い
る
。
下
の
（
写
真
）
軽

ト
ラ
ッ
ク
の
大
き
さ
幅
が
145
㎝

で
す
。
ほ
と
ん
ど
全
て
草
が
覆

い
茂
っ
て
す
れ
違
え
る
状
況
で

は
な
い
。

苗
圃
線
は
、
約
300
ｍ
近
く
農

家
が
年
間
を
通
し
て
（
枝
打
ち

や
除
草
作
業
）
や
っ
て
い
る
。

腰
間
線
は
、
道
路
が
約
20
㎝

程
沈
下
し
滑
っ
て
い
る
。
防
護

柵
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
も
所
々
な

い
状
況
が
あ
る
。

田
嘉
里
線
だ
が
、
昨
年
の
悪

天
候
で
滑
っ
た
個
所
、
１
年
余

り
放
置
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
く
の
か
？

答
新
城
寛

　建
設
環
境
課
長

指
摘
の
村
道
に
つ
い
て
現
況

を
把
握
し
て
い
る
。
草
刈
り
作

業
に
つ
い
て
、
路
線
延
長
も
長

い
こ
と
か
ら
、
量
的
に
か
な
り

厳
し
い
。
現
在
作
業
員
５
名
で

行
っ
て
い
る
。
今
日
当
り
か
ら

饒
波
石
山
線
除
草
作
業
に
入
っ

て
い
る
。
腰
間
線
に
つ
い
て
、

毎
回
雨
が
降
る
た
び
に
確
認
し

て
い
る
。
今
、
事
業
採
択
に
向

け
て
や
っ
て
い
る
。
田
嘉
里
線

に
つ
い
て
、
指
示
し
て
と
り
あ

え
ず
除
草
作
業
は
、
や
っ
て
い

く
。
昨
年
崩
れ
た
所
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
設
置
す
れ
ば
良
い
の

か
と
思
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、

応
急
的
に
で
き
る
も
の
に
関
し

て
は
や
っ
て
い
く
。

答
花
田
義
徳

　産
業
振
興
課
長

　
　兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
道
は
、
基
本
受
益
者
管
理

と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
受
益
者
だ
け
で
厳
し

い
場
合
、
相
談
が
あ
れ
ば
現
場

確
認
し
て
検
討
し
た
い
。
パ
ト

ロ
ー
ル
等
で
気
づ
い
た
時
に
は
、

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

苗
圃
線
を
確
認
し
た
所
、
走
行

が
厳
し
い
状
況
で
、
今
日
か
ら

草
刈
り
作
業
に
入
っ
て
い
る
。

答
島
袋
幸
俊

　副
村
長

事
業
の
中
で
農
道
を
整
備
す

る
時
に
は
、
受
益
者
が
管
理
す

べ
き
と
い
う
の
は
、
一
定
の
耕

地
面
積
も
含
め
て
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
て
い
る
。
数
年
も
経
て
ば
、

受
益
者
の
状
況
も
変
わ
っ
て
く

る
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
管
理

す
る
の
も
厳
し
い
。
基
本
受
益

者
が
や
る
べ
き
も
含
め
て
、
今

後
相
談
し
な
が
ら
や
っ
て
行
き

た
い
と
思
う
。

安
里
重
和

　議
員

田
嘉
里
線
で
道
路
が
陥
没
し

て
い
る
個
所
が
あ
る
。
自
転
車

で
転
ん
だ
場
合
大
き
な
事
故
に

な
る
。
至
急
、
補
修
を
や
っ
て

ほ
し
い
。

※
学
校
跡
地
活
用
事
業
及
び
企

業
支
援
賃
貸
工
場
に
つ
い
て
も

質
問
し
ま
し
た
。（
３
回
目
）

村
管
理
道
路
の
安
全
対
策
を
？

問
１
①
除
草
作
業
は
、
村
道

全
て
の
路
線
で
草
刈
り
作
業
を

実
施
し
て
い
る
の
か
。
実
施
し

て
い
る
各
路
線
の
頻
度
は
、
年

間
ど
の
程
度
か
。
②
職
員
等
に

よ
る
道
路
の
点
検
結
果
、
不
具

合
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
後
の

対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

①
に
つ
い
て
、
村
道
全
て
の

路
線
が
対
象
に
な
る
。
頻
度
に

つ
い
て
は
、
主
要
道
路
と
り
わ

け
集
落
に
近
い
村
道
は
、
で
き

る
だ
け
回
数
を
増
や
し
管
理
し

て
い
る
。
農
道
の
草
刈
り
作
業

に
つ
い
て
、
主
に
基
幹
農
道
を
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一
般
質
問

大城 邦彦　議員

対
策
が
必
要
か
検
討
す
る
。
私

も
現
地
を
踏
ま
え
て
、
応
急
措

置
で
対
応
が
可
能
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
普
通
河
川
の

補
助
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が
な
く
、

予
算
措
置
に
苦
慮
す
る
こ
と
か

ら
全
面
改
修
に
つ
い
て
は
現
段

階
で
厳
し
い
も
の
と
考
え
る
。

他
の
一
部
改
修
等
で
安
全
面
を

確
保
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

大
城
邦
彦

　議
員

予
算
も
厳
し
い
中
で
、
底
が

か
な
り
傷
ん
で
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
前
向
き
に
検
討
く
だ
さ
い
。

村
道
・
農
道
等
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

問
１
大
宜
味
村
の
広
大
な
村

道
、
農
道
な
ど
の
維
持
管
理
に

お
け
る
草
刈
り
作
業
に
つ
い
て
、

現
在
、
２
〜
３
の
チ
ー
ム
で
作

業
を
行
っ
て
い
る
が
、
雑
草
が

茂
り
車
道
が
狭
く
、
見
通
し
も

悪
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
々

あ
り
、
交
通
事
故
が
起
こ
り
か

ね
な
い
現
状
に
あ
る
。
国
立
公

園
指
定
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
が
ふ

え
て
お
り
、
さ
ら
に
世
界
自
然

遺
産
登
録
と
な
れ
ば
、
交
通
量

の
増
加
で
、
事
故
防
止
を
図
る

必
要
か
ら
今
の
作
業
班
の
人
数

で
は
維
持
管
理
の
限
界
と
思
わ

れ
る
が
、
村
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

①
作
業
班
及
び
作
業
員
の
増

員
等
を
図
れ
な
い
か
。
②
年
間

を
通
じ
て
効
率
的
な
作
業
を
行

う
た
め
、
ユ
ン
ボ
を
年
間
リ
ー

ス
又
は
購
入
で
き
な
い
か
。
③

草
刈
り
作
業
の
安
全
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
る
か
。

答
宮
城
功
光

　村
長

１
番
目
は
、
主
に
単
費
で

行
っ
て
お
り
、
予
算
的
に
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
国
庫
補
助
な

ど
、
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
か
確
認

し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
２
番

目
は
、
現
在
作
業
員
に
ユ
ン
ボ

の
資
格
を
保
有
し
て
い
る
人
も

お
り
、
必
要
な
と
き
に
ユ
ン
ボ

を
リ
ー
ス
し
、
頻
繁
に
使
用
す

る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
経
済

面
を
考
え
る
と
、
使
用
す
る
と

き
に
リ
ー
ス
し
た
ほ
う
が
よ
い

と
考
え
る
。
現
在
、
作
業
に
よ

る
事
故
等
は
な
い
が
、
安
全
対

策
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
今

後
、
他
の
市
町
村
を
参
考
に
検

討
し
た
い
。

問
２
夏
場
は
、
熱
中
症
な
ど

体
調
不
良
で
休
む
と
聞
き
ま
す
。

草
刈
り
後
の
片
づ
け
や
災
害
時

に
利
用
で
き
る
の
で
、
年
間
を

通
じ
て
ユ
ン
ボ
が
あ
れ
ば
非
常

に
便
利
で
あ
る
。

そ
し
て
作
業
の
安
全
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
は
、
１
日
の
作
業
時
間

が
２
時
間
で
30
分
間
や
る
と
５

分
か
ら
10
分
は
休
憩
し
な
さ
い

と
あ
る
。

熱
中
症
対
策
や
振
動
障
害
で

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ち
ゃ
ん
と
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
新
城
寛

　建
設
環
境
課
長

講
習
会
等
は
受
講
し
て
お
り

作
業
員
の
安
全
管
理
、
健
康
面

も
意
識
し
、
単
価
の
面
も
検
討

し
な
が
ら
道
路
を
管
理
し
て
い

き
た
い
。

根
路
銘
区
ビ
グ
チ
川
の
改
修
に

つ
い
て

問
根
路
銘
区
内
に
あ
る
ビ
グ

チ
川
の
全
面
改
修
の
要
請
が
区

長
よ
り
あ
っ
た
と
思
う
が
、
古

く
に
土
木
工
事
を
さ
れ
た
た
め
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
底
が
数
カ
所

割
れ
、
住
民
か
ら
斜
面
の
崩
落

及
び
水
害
等
を
懸
念
す
る
声
が

あ
り
、
全
面
改
修
を
前
向
き
に

検
討
さ
れ
た
い
が
、
村
と
し
て

の
見
解
を
伺
う
。

答
宮
城
功
光

　村
長

根
路
銘
区
か
ら
の
要
請
に
つ

い
て
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

建
設
環
境
課
に
て
現
地
を
確
認

し
て
お
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
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西会津町、道の駅にある大宜味村物産コーナー

総務常任委員会研修会、経済建設常任委員会研修会・ミネラル栽培現場視察　令和元年10月２日、３日総務常任委員会研修会、経済建設常任委員会研修会・ミネラル栽培現場視察　令和元年10月２日、３日

小笠原村、世界自然遺産調査特別委員会研修会
令和元年10月４日

大宜味村議会管外行政調査【福島県西会津町、東京都小笠原村（連絡事務所）】

賛否分かれたもの
令和元年 第5回（9月）定例会 採

決
の
結
果

大
城
　佐
一

宮
城
　良
治

仲
井
間
宗
利

友
寄
　景
善

大
山
美
佐
子

大
城
　邦
彦

宮
城
　貢

吉
浜
　覚

安
里
　重
和

平
良

　嗣
男

（
議
長
）件　　名

同意第2号
副村長の選任について

賛
成
多
数

同
　意

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第33号
財産の取得について（大宜味村幼保
連携型総合施設備品購入（バス））

賛
成
多
数

可
　決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

議案第41号
幼保連携型総合施設外構工事の請負
契約について

賛
成
多
数

可
　決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

請願第1号
介護保険利用料原則2割負担化、ケアプラン有料
化などの制度見直しの中止、介護従事者の処遇改
善など、介護保険制度の抜本改善を求める請願書

賛
成
少
数

不
採
択

× × × 〇 〇 × × 〇 × －

意見案第7号
介護保険利用料原則2割負担化やケアプラン有料
化などの制度見直しの中止、介護従事者の処遇改
善など、介護保険制度の抜本改善を求める意見書

賛
成
少
数

否
　決

× × × 〇 〇 × × 〇 × －

〇：賛成　　　×：反対　　　欠：欠席　　　退：棄権と意思表明しての退場


